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いろいろなことに目標を決め
て一生懸命取り組んでいます。
最近は縄跳びの練習をこつこ
つ頑張る努力家さんです。

岩切　達夢くん
（ひばりヶ丘）　

平成18年２月３日生まれ

いわきり　　すす む

お絵描きが大好きでいつもお友達や先
生にかわいい絵やお手紙をかいてくれ
ます。鬼ごっこの“たかおに”では、元気
いっぱい走り回って活発に遊んでいます。

手嶋　愛夢ちゃん
（津久礼ヶ丘）　

平成18年２月14日生まれ

て しま　 　あい む

作
者 こ つ じ 　 　 る　 か

小辻　瑠佳ちゃん
（ひばりヶ丘）

平成18年２月16日生まれ

Happy

 Birthda
y!Happy

 Birthda
y!Happy

 Birthda
y!

平成23年12月末現在　（　）内は前月比

●出生／  51 ●死亡／  18
●転入／172 ●転出／125

３７，802　（＋80）
１８，５８0　（＋52）
19，222　（＋28）
14，498　（＋18）

編集後記
　平成23年熊本県広報コンクールが行わ
れ、「広報きくよう」が広報紙の部で佳作
を受賞することができました。
　いつも取材を快く受けてくださる皆さ
んのおかげです。皆さんの頑張る姿や素
敵な笑顔を取材させていただいたことが、
今回の受賞につながったのだと思ってい
ます。心から、ありがとうございました。
　皆さんにもっと愛される広報紙を目指
して頑張りますので、これからもよろし
くお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｉ）

今月の

表紙
寒空のもと行われた菊
陽町消防出初式。地域
を愛し、地域を守る消
防団員が菊陽杉並木公
園に集結しました。消
防団員たちの真剣な表
情からは、今年１年間
の菊陽町の安全・安心
を強く願っているよう
に見えました。

今月の主な話題

2月
さくら保育園

たこあげ

熊本県広報協会合同特集
　「愛する人を守る二つの言葉」……………… 2
菊陽町消防出初式・成人式を開催…………… 4
確定申告・町県民税申告……………………… 6
選挙の投票時間を午後７時までに変更します…13

防
火
へ
の
誓
い
、新
た
に
―

まちの
わだい
まちの
わだい

ふ
れ
あ
い
劇
団
が
緑
の
リ
ボ
ン
賞
を
受
賞

ふ
れ
あ
い
劇
団
が
緑
の
リ
ボ
ン
賞
を
受
賞

第
１
０
４
回
熊
日
緑
の
リ
ボ
ン
賞

　

東
部
町
民
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
あ
い
劇
団
」

が
、
長
年
に
わ
た
り
、
社
会
奉
仕
や
環
境

美
化
な
ど
地
道
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
る
人
た
ち
を
た
た
え
る
第

１
０
４
回
熊
日
緑
の
リ
ボ
ン
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　
「
ふ
れ
あ
い
劇
団
」は
、平
成
14
年
に〝
人

権
を
尊
重
し
互
い
に
支
え
合
う
地
域
を
つ

く
ろ
う
〞
と
町
民
有
志
で
結
成
し
ま
し
た
。

年
に
１
作
ず
つ
披
露
す
る
創
作
劇
に
は
、

人
間
の
身
勝
手
さ
や
優
し
さ
を
知
り
、
家

族
や
地
域
の
在
り
方
な
ど
多
く
の
事
を
学

ん
で
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
団
員
の
皆
さ
ん
は
「
受
賞
で
き

た
の
は
、
ふ
れ
あ
い
劇
を
楽
し
み
に
待
っ

て
い
て
く
れ
る
地
域
の
人
た
ち
の
お
か
げ

で
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

▲熊日緑のリボン賞を受賞した「ふれあい劇団」の皆さん



多
く
の
命
を
救
っ
た
奇
跡

　

災
害
が
起
き
た
と
き
、
あ
な
た

を
助
け
て
く
れ
る
の
は
誰
だ
と
思

い
ま
す
か
。
自
衛
隊
や
警
察
、
消

防
署
の
人
だ
と
思
い
ま
す
か
―
。

　

東
日
本
大
震
災
の
死
者
・
行
方

不
明
者
は
、
合
わ
せ
て
約
２
万
人

を
数
え
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
大

災
害
の
中
、
多
く
の
子
ど
も
の
命

が
助
か
っ
た
地
域
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
岩
手
県
釜
石
市
。
同
市

は
津
波
に
よ
る
被
害
を
受
け
る
可

能
性
が
高
い
た
め
、
防
災
教
育
を

徹
底
し
て
き
た
地
域
で
す
。
そ
の

教
育
を
受
け
た
子
ど
も
た
ち
は
、

避
難
に
関
し
て
十
分
な
知
識
を
持

ち
、
訓
練
を
積
み
、
助
け
合
う
精

神
を
育
ん
で
い
ま
し
た
。
地
震
が

発
生
す
る
と
、
釜
石
市
の
中
学
生

た
ち
は
、
津
波
が
発
生
す
る
こ
と

を
想
定
し
、
自
分
の
身
を
自
分
で

守
り
な
が
ら
、
小
学
生
と
保
育
園

児
を
連
れ
て
避
難
し
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
大
き
な
災
害

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
時
、

私
は
兵
庫
県
西
宮
市
の
自

宅
に
い
ま
し
た
。
直
下
型
地
震
の

す
さ
ま
じ
い
揺
れ
に
生
き
た
心
地

が
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
室
内
を
家

具
が
飛
び
交
う
の
を
感
じ
ま
し

た
。
で
も
、
家
族
全
員
が
無
事
だ

と
確
認
で
き
た
と
き
は
、
心
か
ら

ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

　

停
電
で
辺
り
は
真
っ
暗
で
し

た
。
人
は
、
情
報
の
暗
闇
の
中
で

は
、
あ
ら
ゆ
る
妄
想
を
し
て
し
ま

い
ま
す
。「
こ
れ
ほ
ど
揺
れ
る
の

で
あ
れ
ば
、
日
本
が
沈
没
し
て
し

ま
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
さ
え
思

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ト
ラ
ン
ジ

ス
タ
ラ
ジ
オ
で
淡
路
島
が
震
源
で

あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

災
害
時
に
情
報
を
得
る
こ
と

は
、
安
心
感
を
得
る
こ
と
で
す
。

情
報
の
あ
り
が
た
み
を
改
め
て
認

識
し
ま
し
た
ね
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
支

え
合
う
こ
と
も
、
防
災
で

は
と
て
も
大
事
な
こ
と
で
す
。
阪

神
・
淡
路
大
震
災
の
時
、
救
出
さ

れ
た
人
が
多
い
地
域
に
は「
祭
り
」

が
あ
り
ま
し
た
。
祭
り
に
は
、
住

民
同
士
が
交
流
し
、
お
互
い
に
協

力
し
合
お
う
と
い
う
雰
囲
気
が
生

ま
れ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん

な
交
流
の
あ
る
地
域
で
は
、
誰
か

が
、
が
れ
き
に
埋
も
れ
た
と
し
て

も「
あ
そ
こ
に
は
誰
か
い
た
は
ず
」

と
助
け
合
え
る
の
で
す
。
こ
う
し

た
「
共
助
」
を
進
め
る
た
め
に
は
、

日
頃
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
大
切
な
の
で
す
。
年
に
１
回

で
も
祭
り
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど

で
交
わ
り
の
あ
る
地
域
に
な
る
こ

と
が
、
と
て
も
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
人
を
助
け
る
た
め
に
は
、
自

分
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
自
ら
が
災
害
に
対
す
る

強
さ
を
持
て
ば
、
人
を
助
け
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。

日
本
は
地
震
の
多
い
国
で

す
。
早
急
に
東
北
を
完
全

に
復
興
さ
せ
て
、
次
の
災
害
に
備

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
東
日

本
大
震
災
を
忘
れ
ず
、
こ
の
悲
惨

を
か
み
し
め
つ
つ
、
必
ず
来
る
で

あ
ろ
う
次
の
大
災
害
へ
の
減
災
に

努
め
る
こ
と
で
す
。

　

熊
本
県
は
、
九
州
の
中
央
に
位

置
し
、
自
衛
隊
な
ど
防
衛
拠
点
が

集
中
し
て
い
ま
す
。
熊
本
県
が
自

ら
の
安
全
性
を
高
め
な
が
ら
助
け

る
能
力
を
持
つ
こ
と
が
、
日
本
全

体
に
と
っ
て
も
大
変
貴
重
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
県
民
の
皆
さ
ん

も
地
域
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し

な
が
ら
減
災
・
防
災
の
心
を
大
切

に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

熊本県内の広報担当者が一緒に制作した防
災特集。地震や風水害などの自然災害は、

私たちに突然襲いかかります。家族や恋人、友
人を守るために大切なことは「自助」と「共助」
でした。二つの言葉は、まず自分が生き延びる
ことと日頃から地域のつながりを大事にするこ
との大切さを教えてくれました。愛する人を守
るために、二つの言葉を忘れないでください―。

東日本大震災復興構想会議議長や防衛大学校長を務め、阪
神・淡路大震災を経験した五百旗頭真さん。TKU報道フォー
ラムのために来熊した五百旗頭さんに災害において重要な
ことは何なのかを聞きました。

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
ま
ず
自

分
の
命
は
自
分
で
守
る
こ
と
が
大

切
な
の
が
分
か
り
ま
す
。

奇
跡
か
ら
学
ぶ
自
助
と
共
助

　

津
波
に
よ
る
釜
石
市
の
小
中
学

校
が
管
理
す
る
生
徒
の
犠
牲
者
は

ゼ
ロ
で
し
た
。
そ
れ
は
「
釜
石
の

奇
跡
」
と
し
て
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で

報
じ
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
子

ど
も
た
ち
は
教
え
ら
れ
た
通
り
に

行
動
し
た
だ
け
で
す
。
彼
ら
に
根

付
い
て
い
た
自
分
の
命
は
自
分
で

守
る
「
自
助
」
と
地
域
の
人
た
ち

同
士
で
守
り
合
う
「
共
助
」
の
精

神
。「
釜
石
の
奇
跡
」
は
、
奇
跡

で
は
な
く
、
当
然
の
結
果
だ
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

あ
な
た
を
守
る
の
は
、
あ
な
た

自
身
。
そ
し
て
、
大
切
な
人
を
守

る
た
め
に
は
、
お
互
い
に
助
け
合

う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
「
自
助
」
と
「
共
助
」
を
知
る

こ
と
が
、
防
災
の
意
識
を
高
め
る

こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

九州の広範囲を襲った集中豪雨。水
俣市では大規模な土石流が民家を直
撃。19人が犠牲になった。

五
い お き べ

百旗頭　真
まこと

九州の広範囲を襲った集中豪雨。水

県南集中豪雨
（平成15年７月）

台風18号災害
（平成11年９月）

梅雨前線による豪雨で河川が氾濫し
た豪雨災害。美里町では道路寸断、
土砂崩れで集落が孤立した。

梅雨前線による豪雨で河川が氾濫し

梅雨前線豪雨
（平成19年７月）

県北中部を中心に発生した集中豪雨。
死者・行方不明者は 500人超、家屋
全壊は1,000戸を超えた大水害。

県北中部を中心に発生した集中豪雨。

白川大水害
（昭和28年６月）

自大

◎ Profi le
昭和18年兵庫県西宮市生まれ。京都大学法学部卒、
同大学大学院修了。神戸大学大学院教授、日本政治学
会理事長などを歴任。吉田茂賞、吉野作造賞など受賞
多数。現在、防衛省防衛大学校長、東日本大震災復興
構想会議議長を務める。68歳

愛する人を守る
二つの言葉

 Special　Interview

熊 本 県 広 報 協 会
合  同 特  集

幾度となく自然の猛威に
さらされてきた熊本。過
去にどのような災害が発
生しているのでしょう
か。熊本を襲った災害を
年表で振り返ります。

愛
す
る
人
を
守
る

二
つ
の
言
葉

（参考）熊本県防災情報ホームページ　（写真）熊本県大水害寫眞集

さ
ん

 Kumamoto Prefecture Public Relations Associa
tion 合 同特 集

県内全土が大きな被害を受けた台風
災害。宇城市（旧不知火町）では、高潮
で12人が犠牲になった。

交流が人を救い、救われる―

熊
本
県
市
町
村
広
報
担
当
者
に
よ
る
合
同
防
災
特
集

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、
私
た
ち
の
想

像
を
は
る
か
に
超
え
た
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
約
１
８
０
万
人

が
暮
ら
す
熊
本
県
で
も
、
災
害
が
発
生
し
な
い
と
い
う
保
証
は
ど
こ

に
も
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
や
大
切
な
人
の
命
を
守
る
た
め
、
今
一
度
、

防
災
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

威に
過

熊本県
災害年表

23 MY  HOME  TOWN  KIKUYO  2012.2 MY  HOME  TOWN  KIKUYO  2012.2
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「
菊
陽
町
成
人
式
」が
１
月
８
日
、

菊
陽
町
図
書
館
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
対
象
者
は
平
成
３
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
４
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
菊
陽

町
で
は
３
６
０
人（
男
性
１
８
２

人
、
女
性
１
７
８
人
）
が
成
人
を

迎
え
ま
し
た
。
当
日
は
２
９
１
人

が
出
席
。
華
や
か
な
振
り
袖
や
真

新
し
い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
新

成
人
た
ち
は
、
懐
か
し
い
仲
間
や

恩
師
と
の
再
会
に
歓
喜
の
声
を
上

げ
、
写
真
を
撮
り
合
う
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
後
藤
町
長
が
「
ど
の

道
に
進
ん
で
も
、
人
を
助
け
る
優

し
い
心
、
支
え
合
う
心
、
強
い
心

を
持
っ
て
目
標
に
向
か
っ
て
歩
ん

で
ほ
し
い
」
と
新
成
人
を
激
励
。

新
成
人
代
表
と
し
て
右
今
秀
尚
さ

ん
が
「
一
日
一
日
を
大
事
に
し
、

努
力
し
て
い
き
ま
す
」
と
成
人
の

主
張
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
新

成
人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
成
人

式
実
行
委
員
会
企
画
の
ビ
デ
オ
上

映
で
は
、
懐
か
し
い
思
い
出
写
真

や
、
恩
師
か
ら
の
温
か
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
も
あ
り
、
新
成
人
た
ち
は

満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
ま
し

た
。

　

二
十
歳
の
門
出
を
迎
え
、
大
人

へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
新
成
人
。

こ
れ
か
ら
先
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験

を
積
ん
で
、
夢
に
向
か
っ
て
羽
ば

た
い
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

1

22

55

平成24年菊陽町成人式

360人が二十歳の門出
大人への第一歩を踏み出す
平成24年菊陽町成人式が開かれ、
360人が新たな決意を胸に大人の仲間入りをしました。

成人おめでとうございます。
これからも周りの人を大切
にできる立派な大人になっ
てください。自分の可能性
を大事に、夢や希望に向
かって大きく成長してくだ
さい。選挙にはきちんと行
きましょうね。

菊陽西小学校６年２組の
残した思い出のタイムカ
プセル。二十歳の自分へ
あてた手紙と自画像がこ
の日配られた。

恩師からのメッセージ 菊陽西小学校６年２組 タイムカプセル

■日本消防協会定例表彰
精績章（消防歴20年以上を有する副団長）
消防副団長　有村英敏

■熊本県知事定例表彰
永年勤続功労賞
（平成24年３月31日をもって消防歴25年以上を有する団員）
第１分団　鍋島弘昭
第５分団　相馬清孝

■熊本県消防協会長定例表彰
功績章
（平成24年３月31日をもって消防歴20年以上を有する者）
第１分団　菊池榮樹
第２分団　吉本雅和
第３分団　吉川福昭
第５分団　紫藤秀幸

勤績章
（平成24年３月31日をもって消防歴15年以上を有する者） 
第１分団　田中智宏　鍋島周作　吉山　純　岩下浩二
第２分団　吉本俊一　矢野将幸
第３分団　嶽本和清
第４分団　大久保学　後藤哲男　鳥栖孝信　福島泰伯
　　　　　宮原辰徳　古閑智治　和田雄治
第５分団　相馬雄介　堀川浩平　髙木豪紀

■熊本県消防協会菊池郡支部長定例表彰
優良消防分団表彰
優良消防団　第５分団

優良消防団員（警防班長の職にある者）
第１分団　矢野敬一　小林孝昭
第２分団　河北晃幸　藤本　勝　川上邦博　矢野哲郎
第３分団　吉岡博幸　藤川晃喜　溝川裕教　緒方健介
第４分団　石坂眞之　中村和徳　大山和寿
第５分団　上野龍正　鹿子木隆徳　山下徹也　前田寛徳
　　　　　村上省吾
本部機動隊　荒木博光

■菊陽町長定例表彰
前消防分団長感謝状
前分団長　林　裕史　宮本一孝　山畑　真　合志和彦
　　　　　笠　幸人

優良消防団員
（平成24年３月31日をもって消防歴10年以上を有する者）
第１分団　矢野敬一　坂本仲俊　坂田洋明　坂田浩信
第２分団　村上真一　宮本裕史　藤本　勝　西本　大
第３分団　東矢浩伸　吉村龍博　東　哲生
第４分団　宮田孝志　北村隆昌
第５分団　宮川　修　髙木伸介　紫藤　大
本部機動隊　早田健太郎

１_ 先生と生徒、久
しぶりの再会に笑み
がこぼれる。２_ 礼
儀正しく、成人の自
覚を持って式に臨む。
３_ 華やかな振り袖
姿の女性たち。４ _
二十歳の自分にあて
た手紙を探す新成人。
５_ 級友との記念撮
影。笑顔はあの頃と
変わらない。６_ 成
人の主張を述べる右
今秀尚さん。

　
「
菊
陽
町
消
防
出
初
式
」
が
１

月
15
日
、
菊
陽
杉
並
木
公
園
で
行

わ
れ
、
消
防
団
員
が
堂
々
た
る
勇

姿
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
後
藤
町
長
が
「
そ
れ

ぞ
れ
の
仕
事
も
あ
る
中
、
地
域
の

安
全
・
安
心
の
た
め
、
町
内
巡
視

や
火
災
予
防
活
動
な
ど
に
尽
力
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
」

と
式
辞
を
述
べ
、
吉
岡
団
長
は
日

頃
の
消
防
団
活
動
へ
の
尽
力
に
対

し
訓
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
通
常
点
検
や
標
的
落
と
し

が
行
わ
れ
、
団
員
た
ち
は
日
頃
の

訓
練
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、も
み
じ
園
、な
か
よ
し
園
、

白
菊
園
、
白
鈴
園
の
幼
年
消
防
ク

ラ
ブ
が
元
気
に
分
列
行
進
を
披
露

し
ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
、
大
勢

の
観
客
を
前
に
見
事
な
通
常
点
検

を
行
い
、
大
き
な
声
で
「
防
火
の

誓
い
」
を
宣
誓
し
ま
し
た
。

郷
土
を
守
る
消
防
団

消
防
団
魂
が
一
堂
に
集
結

平
成
24
年
菊
陽
町
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
、

団
員
た
ち
は
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

平
成
24
年
菊
陽
町
消
防
出
初
式

33 4

1 2

第１位

第２位

第３位

第４位

第５位

第６位

第５分団

第４分団

第１分団

―

―

―

第５分団

第２分団

第１分団

―

―

―

第１分団第３班（辛川）

第２分団第５班（津留大堀木）

第３分団第５班（新山・境の松）

第２分団第４班（川久保）

第４分団第４班（馬場）

第１分団第２班（道明）

規律服装
の部

機械器具
の部 標的落としの部

平成24年菊陽町消防出初式における表彰者名簿（敬称略）

66

3 4

１_規律服装の部で
優勝した第５分団
の通常点検。
２_18㍍上の的を
目がけて放水する。
３_操作始めの合図
で機敏な動きを見
せる団員たち。
４_幼年消防クラブ
による分列行進。
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確定申告・町県民税申告
２月16日（木）～３月15日（木）

問 【確定申告】　菊池税務署　　　　☎0968（25）2121（自動音声案内）
　 【町県民税】　税務課　住民税係　☎（232）4911

問 【後期高齢者医療保険料】　健康・保険課　国民健康保険係　☎(232)4912
　 【介護保険料】　　　　　　介護保険課　介護保険係　　　　☎(232)2508

確定
申告

２/16（木）

17（金）

20（月）

21（火）

22（水）

23（木）

24（金）

27（月）

28（火）

29（水）

３/１（木）

２（金）

５（月）

６（火）

７（水）

８（木）

９（金）

12（月）

13（火）

川久保・下原

曲手・辛川

あさひヶ丘・津久礼ヶ丘

宮ノ上・ひばりヶ丘

緑ヶ丘

鉄砲小路・長塚

上中代・出分

津留・大堀木

井口・道明

上津久礼

下津久礼

緑陽台

新町・南方

戸次・馬場楠

入道水・柳水・馬場

中尾・光団地・駅前・古閑原

中代

光の森１町内～７町内

武蔵ヶ丘１町内～４町内

武蔵ヶ丘５町内～８町内

八久保・南八久保

花立・南花立・向陽台

三里木・三里木北

新山・北新山・境の松

杉並台・青葉台・新成

東ヶ丘・沖野

役場２階
大会議室

武蔵ヶ丘
コミュニティ
センター

（武蔵ヶ丘　
　中学校隣）

東部町民
センター

三里木町民
センター

■収入・経費について
○源泉徴収票、支払証明書（原本）
　
○農業、営業、不動産などの所得がある人は収支内
訳書（収入金額と必要経費を記載したもの）

■控除について
○社会保険料控除証明書または領収書（国民健康保
険・任意継続保険・国民年金・介護保険・後期高
齢者医療保険など）
　
○保険料などの控除証明書（生命保険・個人年金・
地震保険など）
　
○障害者控除を受けられる人は、身体障害者手帳、
療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、障害者控除
対象者認定書（６ページ参照）
　
○医療費控除関係（領収書（原本）・高額医療費、保
険会社などの給付金額が分かるもの）
※医療費控除を申告する際は、あらかじめ領収書の
金額を家族ごとに集計した上で提出してください。

■その他
○印鑑（認印で可）
　
○本人の口座番号が分かる通帳など

※混雑を避けるため、行政区ごとに受付日（午前・午後）を指定
しています。できるだけ、お住まいの行政区の指定された日
に申告してください。
　また、申告会場は混み合う場合がありますので、時間に余裕
をもってお越しください。

確定申告・町県民税申告の日程 申告に必要なもの
　後期高齢者医療保険料もしくは介護保険料を納付
している人で、納付確認書が必要な人は、健康・保
険課および介護保険課の窓口で発行しますので、身
分証を持参の上、窓口にお越しください。
　また、郵送を希望する場合は、お問い合わせくだ
さい。

■問い合わせ
【後期高齢者医療保険料】　
健康・保険課　国民健康保険係　☎（232）4912
【介護保険料】　　　　　　
介護保険課　介護保険係　　　　☎（232）2508

　65歳以上の要介護認定者は、町で交付する「障
害者控除対象者認定書」により障害者控除を受ける
ことができます（身体障害者手帳などで控除を受け
ている人は該当になりません）。
　65歳以上の要介護認定を受けている菊陽町の被
保険者で、平成23年12月31日現在の状態が次のい
ずれかに該当する人
○障害者　　
・身体障害者（３級～６級）に準ずる人
・知的障害者（軽度・中度）に準ずる人
　
○特別障害者　
・身体障害者（１級・２級）に準ずる人
・知的障害者（重度）に準ずる人

■手続きに必要なもの
・障害者控除対象者認定申請書（介護保険係で用意
しています）
・印鑑（認印で可）

■問い合わせ
　介護保険課　介護保険係　☎（232）2508

後期高齢者医療保険料・介護保険料をお支払いの人

申告に必要な障害者控除対象者認定の申請

9：00～11：00

期日 場所

受付地区

13：00～16：00

午前 午後

平成23年分の確定申告と町県民税の申告は、２月16日（木）から３月15日（木）までです。
申告に必要な書類を確認し、余裕を持ってお早めに申告してください。

■申告日程（税務署）

■申告期間中の休日対応日

■使って実感！ネットで申告「ｅ‐Ｔａｘ」
　国税電子申告・納税システム（ｅ‐Ｔａｘ）では、自宅
やオフィス、税理士事務所などからインターネット
を利用して、国税に関する各種手続きができます。

○インターネットからできる手続き内容
❶所得税、法人税、消費税、酒税および印紙税の申告
❷全ての国税の納税
❸納税証明書の交付請求および法定調書の提出など
の申請・届出など

○ｅ‐Ｔａｘのメリット
❶最高4,000円の税額控除
　（平成22年分以前に１度でもこの控除を受けてい
る人は受けられません）
❷添付書類の提出省略
　（確定申告期限から５年間、税務署から書類の提
出または提示を求められることがあります）
❸24時間受付

○事前準備
❶パソコンの利用環境の確認
❷電子証明書（住民基本台帳カード）
❸ＩCカードリーダライタ

詳しくは、ｅ‐Ｔａｘホームページをご覧ください。
（http://www.e-tax.nta.go.jp）　　　　　　

菊池税務署からのお知らせ

２/16（木）

～

３/15（木）
（土・日曜日を除く）

菊池税務署
（〒861-1393    
菊池市隈府　 　
　　　 874番地1）

期日 申告内容場所

全ての所得税申告
個人事業主の消費税
申告

２/19（日）
２/26（日）

熊本西税務署
（熊本市二の丸１番４号）
熊本東税務署
（熊本市東町３丁目
　　　　　　２番53号）

休日開庁日 申告内容場所

申告相談・納付相談

確定申告書の配布

菊陽町の申告会場で受けられない申告
　確定申告をする人のうち、次に該当する人は菊池
税務署で申告をお願いします。
●譲渡所得
●住宅借入金等特別控除（住宅ローン控除）を初めて
　申告する人
●消費税・贈与税の申告
●準確定申告
　（平成23年中に亡くなられた人の申告）
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幼児・学童の予防接種（ＭＲ、二種混合）は３月末までです
まだお済みでない人は、早めに受けましょう

問 健康・保険課　保健予防係　☎（232）4912

麻しん・
風しん（ＭＲ
ワクチン）

二種混合

第２期

第３期

第４期

小学６年生

小学校入学前１年間にあたる幼児（平成17年４月２日～平成18年４月１日生まれ）

中学１年生（平成10年４月２日～平成11年４月１日生まれ）

高校３年生（平成５年４月２日～平成６年４月１日生まれ）

■接種場所
　指定医療機関（事前に予約をして接種してください）

■持参する物
●母子健康手帳
●予診票（昨年４月に対象者へ送付しています。紛失された人は、母子健康手帳・
印鑑を持参して、健康・保険課で再発行を受けてください）

■予防接種の種類・対象者

予防接種 対象者

現
在
、
町
が
光
の
森
２
丁
目
に
建
設
を
予
定
し
て
い
る
複
合
施
設
に
つ
い
て
、
昨
年

10
月
に
第
１
回
会
議
を
開
催
し
、
こ
れ
ま
で
５
回
の
会
議
を
行
い
ま
し
た
。
第
１
回
、

第
２
回
会
議
の
内
容
は
、
す
で
に
広
報
き
く
よ
う
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
で
す
。

こ
こ
で
は
、
第
３
回
か
ら
第
５
回
ま
で
の
会
議
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第
３
〜
５
回
ま
で
の
会
議
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

（
仮
称
）菊
陽
町
光
の
森
複
合
施
設
建
設
検
討
委
員
会

問 

総
合
政
策
課　

総
合
政
策
係　

☎（
２
３
２
）２
１
１
２

複合
施設

■
複
合
施
設
の
建
設
予
定
地

　

光
の
森
南
側
公
共
用
地
（
左
図
参
照
）

■
第
３
回
会
議

・

開
催　

平
成
23
年
11
月
10
日

・

内
容　

前
回
ま
で
の
会
議
内
容
を
ま
と

め
、
必
要
な
機
能
に
つ
い
て
検
討
し
ま

し
た
。

・

結
果　

必
要
と
な
る
機
能
を
具
体
的
な

諸
室
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

■
第
４
回
会
議

・

開
催　

平
成
23
年
12
月
12
日

・

内
容　

各
諸
室
の
面
積
や
費
用
に
つ
い

て
検
証
を
行
い
ま
し
た
。

・

結
果　

諸
室
を
総
合
的
に
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

■
第
５
回
会
議

・

開
催　

１
月
18
日

・

内
容　

施
設
の
建
設
位
置
と
諸
室
の
検

討
を
行
い
ま
し
た
。

・

結
果　

施
設
は
敷
地
の
北
西
位
置
に
建

設
す
る
こ
と
と
諸
室
の
概
要
を
確
認
し

ま
し
た
。

　

今
後
は
、
３
月
を
め
ど
に
施
設
の
内
容

を
決
定
し
、
基
本
設
計
を
作
成
し
て
い
き

ま
す
。

（仮称）
光の森
多目的広場

武蔵ヶ丘
中学校

悪
質
な
貴
金
属
の
訪
問
買
い
取
り
が
全
国
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

業
者
に
品
物
を
引
き
渡
す
と
、
後
で
返
品
を
申
し
出
て
も
応
じ
て

も
ら
え
る
可
能
性
は
少
な
い
で
す
。
し
つ
こ
い
勧
誘
や
個
人
情
報

を
聞
き
出
そ
う
と
す
る
業
者
に
は
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

悪
質
な
貴
金
属
の
訪
問
買
取
に
ご
注
意
を

カ
シ
コ
イ
消
費
者
を
目
指
そ
う

問 

総
合
政
策
課　

総
合
政
策
係　

☎（
２
３
２
）２
１
１
２

問 

熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

☎（
３
８
３
）０
９
９
９

消費
生活

相
談
事
例

　

一
人
暮
ら
し
の
母
の
家
に
突
然
「
不
要

な
着
物
を
買
い
取
る
」
と
電
話
が
あ
り
、

処
分
し
て
も
よ
い
着
物
が
あ
っ
た
の
で
後

日
来
訪
す
る
よ
う
伝
え
た
。
当
日
、
若
い

男
性
が
来
て
着
物
は
３
０
０
円
で
買
い
取

る
と
言
わ
れ
た
。
あ
ま
り
に
も
安
か
っ
た

が
、
不
要
な
物
な
の
で
買
い
取
っ
て
も
ら

う
こ
と
に
し
た
。

　

す
る
と
業
者
が
「
つ
い
で
に
貴
金
属
の

鑑
定
を
し
て
あ
げ
る
」
と
言
い
、
母
が
指

に
つ
け
て
い
た
指
輪
を
い
き
な
り
外
し
に

か
か
っ
た
。
突
然
の
こ
と
に
驚
い
て
必
死

で
断
っ
た
が
、
他
の
物
も
見
せ
る
よ
う
し

つ
こ
く
言
わ
れ
、
怖
く
て
手
持
ち
の
ネ
ッ

ク
レ
ス
や
指
輪
、
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
見
せ

た
。
す
る
と
業
者
は
３
点
全
て
を
１
，
７

０
０
円
で
買
い
取
る
と
一
方
的
に
言
い
、

代
金
と
領
収
書
を
渡
し
た
。
宝
石
３
点
は

そ
れ
ぞ
れ
10
万
円
以
上
も
し
た
も
の
な
の

で
納
得
で
き
な
か
っ
た
が
、
怖
く
て
断
れ

な
か
っ
た
。
他
に
古
銭
や
切
手
は
な
い
か

と
な
お
も
し
つ
こ
く
求
め
て
き
た
。

（
契
約
当
事
者
：
兵
庫
県
・
女
性
・
70
歳
代
）

ア
ド
バ
イ
ス

❶
必
要
が
な
け
れ
ば
毅
然
と
断
る
こ
と

　

買
い
取
っ
て
も
ら
う
必
要
が
な
い
の
な

ら
毅
然
と
断
り
ま
し
ょ
う
。
い
っ
た
ん
業

者
に
引
き
渡
し
た
品
物
を
取
り
戻
す
の
は

極
め
て
困
難
で
す
。
業
者
が
長
時
間
居

座
っ
た
り
、
品
物
を
出
す
よ
う
脅
し
た
り

し
て
怖
い
思
い
を
し
た
と
き
は
、
警
察
を

呼
び
ま
し
ょ
う
。

❷
一
人
で
業
者
に
対
応
す
る
の
は
避
け
る

　

業
者
に
買
い
取
り
を
依
頼
す
る
場
合
は
、

家
族
や
近
所
の
人
に
同
席
し
て
も
ら
う
な

ど
し
、
一
人
で
の
対
応
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

❸
相
手
が
ど
の
よ
う
な
業
者
か
確
認
す
る

　

使
用
さ
れ
た
貴
金
属
な
ど
の
古
物
を
買

い
取
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
業
者（
古
物
商
）

は
、
古
物
営
業
法
で
訪
問
買
い
取
り（
行

商
）を
行
う
際
に
必
ず
「
古
物
商
許
可
証
」

ま
た
は
「
古
物
行
商
従
業
者
証
」
を
携
帯

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
契
約
前
に
、
業

者
の
住
所
や
電
話
番
号
、
古
物
商
許
可
証

な
ど
の
提
示
を
求
め
、
要
請
に
き
ち
ん
と

対
応
し
な
い
業
者
と
は
契
約
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

町
内
で
も
、
農
作
業
用
ビ
ニ
ー
ル
や
防
雀
テ
ー
プ
が
送
電
線
に
絡
ま
る
と
い
っ
た

事
例
が
あ
り
ま
す
。
関
係
者
は
送
電
線
事
故
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

発
見
し
た
人
は
、
九
州
電
力
熊
本
電
力
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

送
電
線
事
故
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
類
の
飛
来
に
よ
る

問 

九
州
電
力
熊
本
電
力
セ
ン
タ
ー　

☎（
３
８
６
）２
３
１
４

お願い
　

送
電
線
付
近
で
農
作
業
用
ビ
ニ
ー
ル
や

防
雀
テ
ー
プ
が
強
風
で
送
電
線
に
絡
ま
る

と
い
う
重
大
な
事
柄
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

送
電
線
に
絡
ま
る
と
、
農
作
業
従
事
者
だ

け
で
な
く
、
そ
の
他
の
皆
さ
ん
も
感
電
し

た
り
、
広
範
囲
に
わ
た
る
停
電
が
発
生
し

た
り
、
社
会
的
に
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

　

農
作
業
用
ビ
ニ
ー
ル
類
が
飛
散
し
な
い

よ
う
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
送
電
線
に
巻

き
つ
い
て
い
る
な
ど
を
見
つ
け
た
場
合
は
、

熊
本
電
力
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
次
の
点
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

❶
送
電
線
は
と
て
も
電
圧
が
高
い
た
め
、

農
作
業
用
ビ
ニ
ー
ル
や
防
雀
テ
ー
プ
な

ど
が
絡
ま
っ
た
場
合
、
大
変
危
険
で
す
。

絶
対
に
触
ら
ず
、
熊
本
電
力
セ
ン
タ
ー

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

❷
ビ
ニ
ー
ル
や
防
雀
テ
ー
プ
を
設
置
す
る

箇
所
、
置
く
場
所
の
近
く
に
送
電
線
が

あ
る
か
ど
う
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

付
近
に
送
電
線
が
あ
る
場
合
は
熊
本
電

力
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

❸
ビ
ニ
ー
ル
を
設
置
す
る
場
合
は
、
強
風

な
ど
で
外
れ
な
い
よ
う
し
て
く
だ
さ
い
。

❹
ビ
ニ
ー
ル
を
保
管
す
る
場
合
は
、
強
風

で
飛
ば
な
い
よ
う
重
し
な
ど
で
対
策
を

し
て
く
だ
さ
い
。

❺
防
雀
テ
ー
プ
は
支
柱（
竹
・
棒
）の
間
隔

を
狭
く
し
、
片
側
が
外
れ
た
場
合
で
も

送
電
線
ま
で
届
か
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。 

❻
防
雀
テ
ー
プ
の
支
柱（
竹
・
棒
）へ
の
結

び
目
は
、
風
な
ど
で
外
れ
な
い
よ
う
固

く
結
ん
で
く
だ
さ
い
。

下の表にある予防接種の対象者は、無料で接種できる期限が３月末までになっています。
早めに受けるようにしましょう。

ゆめタウン
光の森

 

光の森駅

予定地

予防
接種
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■
付
加
年
金

　

定
額
保
険
料
に
月
額
４
０
０
円
の
保
険

料
を
上
乗
せ
し
て
納
め
た
人
が
、
納
め
た

月
数
×
２
０
０
円（
年
額
）の
金
額
を
老
齢

基
礎
年
金
に
加
算
さ
れ
て
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
申
出
を
し
た
と
き
か
ら
、

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

           

■
死
亡
一
時
金

　

第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
、
保
険
料
を

36
カ
月
以
上
納
め
た
人
が
、
年
金
を
受
給

し
な
い
で
死
亡
し
た
と
き
、
そ
の
遺
族
が

遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
に
、

12
万
〜
32
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
寡
婦
年
金

　

第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
保
険
料
を
納

め
た
期
間（
免
除
期
間
を
含
む
）が
25
年
以

上
あ
る
夫
が
、
年
金
を
受
け
な
い
で
死
亡

し
た
場
合
に
、
夫
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持

さ
れ
婚
姻
期
間
が
10
年
以
上
あ
っ
た
妻
に
、

60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
支
給
さ

れ
ま
す
。
年
金
額
は
、
夫
が
受
け
ら
れ
る

は
ず
だ
っ
た
老
齢
基
礎
年
金
の
４
分
の
３

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス

に
よ
り
、
寡
婦
年
金
、
ま
た
は
死
亡
一
時

金
の
選
択
、
あ
る
い
は
遺
族
基
礎
年
金
が

受
給
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問 

町
民
課　

年
金
係　

☎（
２
３
２
）４
９
１
４

年金

男女
共同

宝くじ
助成

男女共同参画社会推進懇話会
庭田　孝男　委員

　

私
は
現
在
、
介
護
老
人
福
祉
施
設
で
介

護
支
援
専
門
員
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　

数
年
前
、
訪
問
活
動
を
始
め
た
頃
、
高

齢
者
宅
に
伺
う
度
に
、
そ
の
家
の
「
お
嫁

さ
ん
」
が
家
事
と
介
護
に
追
わ
れ
、
大
変

な
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
現
状
を
目
の
当

た
り
に
し
、
胸
が
痛
む
思
い
が
し
ま
し
た
。

そ
の
体
験
が
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を
考

え
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
で
す
。

　

平
成
15
年
に
地
域
リ
ー
ダ
ー
研
修
を
受

講
し
、
平
成
18
年
か
ら
熊
本
県
男
女
共
同

参
画
推
進
員
、
菊
陽
町
男
女
共
同
参
画
団

体
「
さ
ん
さ
ん
の
会
」
副
会
長
と
し
て
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
職
場
で
は

「
男
女
と
も
に
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
」

や
「
マ
タ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク
」
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
教
育
活
動
の
一
環
と
し
て
、

家
族
で
少
林
寺
拳
法
の
修
練
に
励
ん
で
い

ま
す
。
私
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
が
何
よ
り

家
族
と
共
に
過
ご
す
時
間
と
し
て
、
大
事

に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

最
後
に
、「
男
の
介
護
は
社
会
を
変
え

る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
あ
る
雑
誌
に

〝「
ご
ご
三
じ
」
の
す
す
め
〞
と
い
う
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
ご
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

「
ご
ご
三
じ
」
の
す
す
め

介
護
。
親
の
介
護
を
妻
一
人
に
押
し

つ
け
ず
に
男
も
関
わ
ろ
う
。

老
後
。
妻
と
自
分
の
老
後
を
日
頃
か

ら
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
お
く
。

家
事
。
炊
事
、
洗
濯
な
ど
の
日
常
的

な
家
事
が
一
通
り
で
き
る
よ
う
に
し

て
お
く
。

育
児
。
子
育
て
に
積
極
的
に
関
わ
る
。

行
事
。
地
域
の
行
事
に
積
極
的
に
参

加
す
る
。

　

こ
れ
ら
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
こ
れ
か
ら
も

細
く
長
く
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。

町
で
は
、
男
女
が
共
に
支
え
合
い
、
と
も
に
歩
む
、
明
る
い
心
豊
か
な
男
女
共
同

参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
、
男
女
共
同
参
画
社

会
推
進
懇
話
会
の
庭
田
孝
男
委
員
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

「
ご
ご
三
じ
」の
す
す
め

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

問 

総
務
課　

男
女
共
同
参
画
推
進
係　

☎（
２
３
２
）２
１
１
１

東
日
本
大
震
災
の

　

被
災
自
治
体
へ
の
人
的
支
援
に
つ
い
て

岡嶋　里枝　保健師
介護保険課所属

　

私
は
５
月
20
日
か
ら
８
日
間
、
熊
本
県

と
県
内
市
町
村
で
構
成
さ
れ
た
「
熊
本
県

保
健
チ
ー
ム
」
と
し
て
宮
城
県
南
三
陸
町

の
避
難
所
で
活
動
し
ま
し
た
。

　

南
三
陸
町
は
、
宮
城
県
内
で
も
特
に
被

害
が
大
き
く
、
沿
岸
部
は
壊
滅
的
な
被
害

を
受
け
た
地
域
で
あ
り
、
初
め
て
足
を
踏

み
入
れ
た
と
き
は
、
チ
ー
ム
全
員
が
言
葉

を
失
う
ほ
ど
の
光
景
が
あ
り
ま
し
た
。

　

避
難
所
で
は
被
災
後
、
短
期
間
の
う
ち

に
、
運
動
機
能
が
低
下
し
て
い
る
高
齢
者

が
多
数
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
が
遅

れ
て
お
り
、
夜
中
に
起
き
て
、
屋
外
の
仮

設
ト
イ
レ
に
行
く
こ
と
が
大
変
と
い
う
理

由
で
水
分
を
と
ら
な
い
高
齢
者
も
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
そ
の
大
部
分
は
血

圧
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
ず
、
高
血
圧
や

動
脈
硬
化
に
よ
る
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
な

ど
の
リ
ス
ク
が
高
い
高
齢
者
の
方
々
で
し

た
。

　

そ
の
中
で
、
一
人
一
人
に
健
康
調
査
を

行
い
、
要
支
援
者
の
経
過
観
察
・
保
健
指

導
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
被
災
者
の
人

と
共
に
介
護
予
防
教
室
を
企
画
・
運
営
し
、

自
主
的
に
健
康
管
理
な
ど
に
取
り
組
む
仕

組
み
作
り
に
努
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

多
く
の
人
が
、
深
い
悲
し
み
の
中
で
、

自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
相
手
を
思
い
や
り

支
え
な
が
ら
生
活
を
送
ら
れ
て
い
ま
し
た

の
で
、
そ
の
人
た
ち
の
思
い
に
寄
り
添
っ

て
い
く
こ
と
も
、
重
要
な
活
動
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
回
の
支
援
で
は
、
多
く
の
人
と
の
出

会
い
が
あ
り
、
チ
ー
ム
に
も
支
え
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
支
援
に
い
っ
て
い
る
間
、

日
常
の
業
務
を
引
き
受
け
て
く
れ
た
同
僚

や
助
言
を
し
て
く
れ
た
保
健
師
た
ち
、
そ

し
て
支
え
て
く
れ
た
仲
間
が
い
た
か
ら
こ

そ
、
今
回
の
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
多
く
の
方
々
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
支
援
で
自
分
が
見
た
こ
と
感
じ

た
こ
と
を
、
人
と
し
て
、
保
健
師
と
し
て

生
か
し
、
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

５月20日から27日まで
の８日間、宮城県南三陸
町で健康調査や保健指導
業務に携わる

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
に
よ
り
、
柳
水
区
に
屋
外
放
送
設
備

が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、
社

会
貢
献
広
報
事
業
費
を
財
源
と
し
て（
財
）

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
助
成
決
定
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

柳
水
区
の
今
後
ま
す
ま
す
の
活
性
化
が

期
待
さ
れ
ま
す
。 柳

水
区
に
屋
外
放
送
設
備
を
整
備
し
ま
し
た

宝
く
じ
の
助
成
金
で問 

総
合
政
策
課　

総
合
政
策
係　

☎（
２
３
２
）２
１
１
２

独
自
の
給
付
が
あ
り
ま
す

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
に
は

▲

柳
水
区
に
整
備
し
た
屋
外

　

放
送
設
備

ごごじじじ

菊
陽
中
部
小
学
校
の
校
舎
解
体
工
事
を
２
月
か
ら
予
定
し
て
い
ま
す
。

工
事
期
間
中
は
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

２
月
か
ら
校
舎
解
体
工
事
が
始
ま
り
ま
す

菊
陽
中
部
小
学
校
改
築
事
業

問 

教
育
委
員
会　

学
務
課　

☎（
２
３
２
）４
９
１
８

中部小
　

菊
陽
中
部
小
学
校
の
建
て
替
え
は
、
現

在
地
に
新
た
な
校
舎
を
建
設
す
る
こ
と
に

決
ま
り
、
平
成
25
年
２
学
期
か
ら
新
校
舎

で
の
授
業
開
始
を
目
標
に
事
業
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

平
成
23
年
夏
休
み
に
は
、
菊
陽
町
役
場

西
側
に
位
置
す
る
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
南

側
Ｃ
Ｄ
コ
ー
ト
に
建
設
し
た
仮
設
校
舎
へ

の
学
校
移
転
を
完
了
し
、
２
学
期
か
ら
仮

設
校
舎
で
授
業
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
さ
く
ら
保
育
園
周
辺
の
造
成
工

事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
23
年
12
月
14

日
の
定
例
議
会
で
、
菊
陽
中
部
小
学
校
改

築
工
事（
建
築
本
体
、
電
気
設
備
、
機
械

設
備
）の
契
約
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

工
事
の
受
注
者
は
次
の
業
者
で
す
。
な

お
、
校
舎
解
体
工
事
は
、
２
月
か
ら
を
予

定
し
て
お
り
、
引
き
続
き
校
舎
建
築
工
事

に
入
り
ま
す
。
工
事
期
間
中（
平
成
25
年

８
月
16
日
ま
で
）は
、
工
事
車
両
の
通
行

や
重
機
の
使
用
に
よ
り
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
安
全
管
理
を
徹
底

し
施
工
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

菊陽中部小学校改築工事（建築本体）
【受注者】
戸田・豊・宇都宮特定建設工事共同企業体

【住　所】
福岡県福岡市中央区白金二丁目13番12号

【代表者】戸田建設株式会社九州支店　
　　　　支店長　安達　勇
　
菊陽中部小学校改築工事（電気設備）

【受注者】
昭電・清水特定建設工事共同企業体

【住　所】
熊本県熊本市西原一丁目２番10号

【代表者】株式会社昭電社　
　　　　 代表取締役　橋本　慶司郎
　
菊陽中部小学校改築工事（機械設備）

【受注者】
三機・ダンレイ特定建設工事共同企業体

【住　所】
福岡県福岡市中央区天神一丁目14番１号

【代表者】三機工業株式会社九州支店　
　　　　 理事支店長　古川　松雄
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地域包括支援センター事務補助員採用試験を行います

問 介護保険課　介護予防係　☎（232）2366
　　　　　　　

募集

■試験日　　２月23日（木）　午前９時30分～
　　　　　　面接およびパソコン実技（20分程度）
■試験会場　【面接会場】監査委員室（役場別館２階）
　　　　　　【待機場所】女子休憩室（役場本館１階）
■採用者数　１人
■応募条件　次の全てに該当すること。
❶失業者であること（ハローワークの紹介状が必要）
❷過去、緊急雇用創出基金事業で働いたことがないこと
❸普通自動車運転免許を有すること（ＡＴ限定も可）
❹パソコンを使って文章作成や表計算ができる能力が

　選挙当日に仕事や旅行などで投票に行けない人が、
告示日の次の日から投票日前日の期間に投票できる期
日前投票制度が広く認知され、期日前投票を利用する
有権者が増加しています。

■応募方法　　
　履歴書（写真付き）、保育士証（写し）を午前９時から午後５時までの間に福祉課保育所係へ提出してください。
　なお、提出時に面接も行いますので、事前にご連絡の上お越しください。
　４月以前の勤務を希望する人も募集しています。詳しくはお問い合わせください。

　あること（Word、Excel が使いこなせること）
■応募方法　　
　履歴書・職務経歴書・ハローワークの紹介状を介護
保険課に持参または郵送してください。応募多数の場
合は、書類選考の上、面接者を決定します。
■募集期間
　２月１日（水）～２月17日（金）
　最終日は午後５時15分までに履歴書を持参するか、
郵便などによる場合は２月17日（金）必着。
■合格者通知　２月27日（月）までに合格者に通知する

地域包括支
援センター
事務補助員

介護保険課
介護予防係
（地域包括支援
センター）

８：30～ 17：15
（７時間45分）
臨時職員扱い

日給
5,520円

平成24年３月５日
～平成24年３月31
日（更新あり）
※最長平成25年３
月４日まで

❶地域包括支援セ
ンター事務補助
❷災害時要援護高
齢者データ入力
❸認知症対策事務
補助ほか

社会保険あり
雇用保険あり
採用６カ月以
降有給あり
通勤手当なし

職種 勤務地 賃金 備考任用期間 仕事内容勤務時間

町立保育所の臨時保育士を募集します

問 福祉課　保育所係　☎（232）4913
　　　　　　　

募集

職種

一般保育勤務

延長保育勤務

土曜保育勤務

勤務時間

８：30 ～17：15

15：00 ～19：00

８：30 ～17：15

募集人員

６人程度

１人程度

２人程度

賃金日額

7,200円

3,600円

7,200円

備考

月曜日から金曜日までの勤務

月曜日から金曜日までの勤務

土曜日のみの勤務

選挙当日の投票時間が午後７時までに変わります
投票所の閉鎖時刻を１時間繰り上げ

問 菊陽町選挙管理委員会　☎（232）2111
　　　　　　　

選挙

選挙管理委員会は、選挙当日の投票所を閉じる時間を、これまでの午後８時から１時間繰り上げて
午後７時とすることを決定しました。
３月25日（日）に行われる予定の熊本県知事選挙から、投票時間は「午前７時から午後７時まで」と
なります。有権者の皆さんのご理解とご協力をよろしくお願いします。

　開票を１時間早く開始することにより、開票の結果
をいち早くお知らせすることができます。

２住民サービスの向上

　投票事務に携わる立会人や事務従事者の身体的負担
を軽減するとともに、投票所の人件費や光熱費などの
経費削減を行うことができます。

あなたの大切な一票を投じてください

３経費の削減など

　県内45市町村のうち、36市町村がすでに投票時間
の繰り上げを行っています。また、選挙当日の午後７
時から午後８時までに投票する有権者の割合が少ない
といったことも判断の理由となっています。

４県内市町村の状況など

期日前投票は従来どおり午前８時30分から午後８時まで
投票日に投票に行けない人は、ぜひ期日前投票のご利用を

平成23年４月１日現在
県内市町村投票時間繰上実施状況期日前投票者数の状況

※45市町村のうち網掛
けの36市町村がすで
に投票時間の繰り上
げを実施しています。

0 500

500500

1,000 1,500 2,000 2,500 3,000 3,500 4,000

2,883  2,883  2,883  
3,126 3,126 3,126 

1,388  1,388  1,388  
2,072 2,072 2,072 

1,154 1,154 1,154 
1,638 1,638 1,638 
1,662 1,662 1,662 

2,076 2,076 2,076 

H17衆議院H17衆議院H17衆議院
H21衆議院H21衆議院H21衆議院

H19参議院H19参議院H19参議院
H22参議院H22参議院H22参議院

H18町長H18町長H18町長
H22町長H22町長H22町長

H19県議H19県議H19県議
H23県議H23県議H23県議

H19町議H19町議H19町議
H23町議H23町議H23町議

４月から町立保育所で勤務する臨時の保育士を募集します。

　期日前投票制度は、仕事や旅行、レジャー、冠婚葬祭などの理由で選挙期日（投票日）
に投票に行けない人が、選挙期日前であっても、選挙期日と同じ方法で投票を行うこと
ができる仕組みです。
　期日前投票は、選挙の公示日（告示日）の翌日から選挙期日の前日までの期間、期日前
投票所（菊陽町役場）でできます。投票時間は午前８時30分から午後８時までです（期間
内であれば、土日祝日でも投票できます）。

（人）

3,7643,7643,764
2,131 2,131 2,131 

このような理由で判断しました

１期日前投票利用者の増加

時間帯別投票者数割合

H22.9.26町長選挙 H23.4.24町議選挙

朝
7時～12時
52.4%

昼
12時～17時
30.8%

夕
17時～19時
13.6%

夕
17時～19時
13.6%

夕
17時～19時
13.6%

夜
19時～20時
3.2%

朝
7時～12時
51.9%

昼
12時～17時
30.5%

夕
17時～19時
13.2%

夕
17時～19時
13.2%

夕
17時～19時
13.2%

夜
19時～20時
4.4%
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モ
デ
ル
公
民
館
の
活
動
発
表
、
中
央
公
民

館
関
係
講
座
受
講
生
の
皆
さ
ん
に
よ
る
ス

テ
ー
ジ
発
表
や
作
品
展
示
、
抽
選
会
が
あ
り

ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▼
日
時

【
展
示
】
２
月
18
日（
土
）〜
２
月
19
日（
日
）

【
発
表
】
２
月
19
日（
日
）

18
日（
土
）は
午
前
10
時
か
ら
、
19
日（
日
）

は
午
前
９
時
か
ら
開
催

▼
場
所　

菊
陽
町
図
書
館
ホ
ー
ル

▼
問
い
合
わ
せ

　

中
央
公
民
館　
　

☎（
２
３
２
）２
１
１
６

　

各
講
座
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
作
品
展
示
、

バ
ザ
ー
や
抽
選
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時　

２
月
26
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時

▼
場
所　

西
部
町
民
セ
ン
タ
ー

▼
問
い
合
わ
せ

　

西
部
町
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
３
３
８
）３
４
４
３

　

町
で
は
、
地
域
住
民
に
精
神
障
が
い
者
へ

の
理
解
を
深
め
、
地
域
と
の
共
生
を
図
る
た

め
に
、
毎
年
「
菊
池
地
域
精
神
保
健
福
祉
の

集
い
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
「
地
域
で
暮
ら
す
」
を
テ
ー
マ
に
、

当
事
者
の
体
験
談
の
発
表
や
社
会
資
源
の
紹

介
、
作
品
展
示
、
野
菜
な
ど
の
販
売
を
行
い

ま
す
。
誰
で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時　

２
月
８
日（
水
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

▼
場
所　

菊
陽
町
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

大
会
議
室

▼
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
福
祉
係　

☎（
２
３
２
）４
９
１
３

　

菊
池
保
健
所　

　
　
　
　
　

☎
０
９
６
８（
２
５
）４
１
３
８

　

菊
池
広
域
連
合
が
平
成
24
年
度
に
実
施
す

る
工
事
、
委
託
業
務
、
物
品
そ
の
他
役
務
の

提
供
に
係
る
入
札
を
希
望
す
る
人
は
、
参
加

資
格
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
23
年
度
に
受
付
を
し
た
人
は

提
出
不
要
で
す
。

▼
受
付
期
間

　

２
月
１
日（
水
）〜
２
月
29
日（
水
）

▼
受
付
場
所
・
提
出
先

　

菊
池
広
域
連
合
総
務
課（
郵
送
可
）

　

〒
８
６
１

－

１
２
９
５　

　

菊
池
市
泗
水
町
福
本
３
８
３
番
地

　
　
　
　
　

☎
０
９
６
８（
３
８
）０
１
７
１

　

軽
自
動
車
検
査
協
会
熊
本
事
務
所
は
、
熊

本
市
東
本
町
16
番
３
号
に
移
転
し
、
２
月
13

日（
月
）か
ら
業
務
を
開
始
し
ま
す
。
詳
細
は

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

軽
自
動
車
検
査
協
会
熊
本
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
３
６
９
）５
９
７
９

　

民
事
調
停
の
手
続
き
や
利
用
方
法
に
つ
い

て
、
裁
判
所
の
調
停
委
員
が
ア
ド
バ
イ
ス
し

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。
当
日
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

２
月
26
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
場
所　

中
央
公
民
館

▼
内
容　

金
銭
の
貸
し
借
り
、
多
重
債
務
、

交
通
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償
、
家
賃
・
敷

金
、
土
地
の
境
界
や
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

▼
そ
の
他　

参
考
と
な
る
資
料
な
ど
が
あ
れ

ば
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
す
で
に
訴
訟

や
調
停
に
な
っ
て
い
る
案
件
の
相
談
は
除

き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
民
事
調
停
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
３
２
５
）２
１
２
１

　

熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
が
２
月
19
日（
日
）に
行

わ
れ
ま
す
。
当
日
は
、
長
時
間
に
わ
た
り
大

規
模
な
交
通
規
制
を
行
う
た
め
、
沿
線
以
外

の
通
行
可
能
な
道
路
で
も
大
幅
な
渋
滞
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
注
意
事
項　

○
レ
ー
ス
中
は
歩
行
者
・
自
転
車
の
横
断
も

制
限
さ
れ
ま
す
。

○
バ
ス
の
運
休
や
路
線
、
ダ
イ
ヤ
の
変
更
、

遅
れ
な
ど
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

○
郵
便
物
や
宅
配
便
な
ど
が
遅
れ
て
届
く
こ

と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

※
交
通
規
制
時
間
が
正
式
に
決
ま
り
次
第
、

熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
３
２
８
）２
３
７
３

　

相
談
に
法
務
局
職
員
、
司
法
書
士
、
土
地

家
屋
調
査
士
、
人
権
擁
護
委
員
が
応
じ
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

▼
日
時　

２
月
12
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
場
所　

熊
本
地
方
法
務
局
阿
蘇
大
津
支
局

▼
内
容　

相
続
・
遺
言
、
不
動
産
登
記
、
戸

籍
、
供
託
、
人
権
に
関
す
る
事
項
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
地
方
法
務
局
阿
蘇
大
津
支
局

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
９
３
）２
２
７
２

　

中
学
部
の
生
徒
が
心
を
込
め
て
作
っ
た
作

品
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▼
日
時　

２
月
14
日（
火
）・
15
日（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所　

サ
ン
リ
ー
イ
オ
ン
菊
陽
店

▼
販
売
製
品

【
園
芸
班
】パ
ン
ジ
ー
な
ど
の
花
苗
、寄
せ

植
え
【
木
工
班
】木
製
プ
ラ
ン
タ
ー
、鉢
カ

バ
ー
な
ど
【
焼
物
班
】皿
、一
輪
挿
し
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ

　

大
津
養
護
学
校
中
学
部（
迫
田
）

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
９
３
）０
４
８
６

●
お
知
ら
せ
●

第
２６
回

西
部
町
民
セ
ン
タ
ー
祭

菊
陽
町
公
民
館
大
会

菊
池
広
域
連
合
の
平
成
24
年
度
一
般

競
争
参
加
資
格
申
請
書
の
追
加
受
付

「
菊
池
地
域
精
神
保
健
福
祉

の
集
い
」を
開
催
し
ま
す

軽
自
動
車
検
査
協
会
熊
本

事
務
所
は
移
転
し
ま
す

「
無
料
民
事
調
停
相
談
会
」

を
開
催
し
ま
す

熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
開
催
日
に

交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す

全
国
一
斉

法
務
局
休
日
相
談
所

大
津
養
護
学
校
中
学
部

作
業
製
品
の
販
売
会

久保田和真さん全国駅伝１区区間賞
全国高等学校駅伝競走大会

　全国高等学校駅伝競走大会が昨年12月25日、京都市
で行われ、熊本県代表の九州学院高校が第３位という素
晴らしい成績を残しました。
　九州学院高校３年の久保田和真さん（緑ヶ丘）は、エー
ス区間である１区10㌔を務め、見事区間賞という輝か
しい結果を出しました。
　昨年12月28日、全国大会の報告のために久保田さん
が来庁し、全国大会の思い出を語りました。久保田さん
は「レース前は緊張するよりも区間賞を狙ってやるとい
う気持ちでワクワクしていた。レース中は足音や人の影
で何人付いているかが分かるので、どう振り払おうかな
どを考えていた。５㌔から１人で引っ張ることになり、
上り坂は苦しかったが、そんな時、チームメイトの顔が
浮かんでなんとか頑張れた。１区で区間賞を取れたのは
とてもうれしいし自信にもつながる。今度は箱根駅伝を
目指してさらに努力していく」と笑顔で話されました。
　これからも、久保田さんの活躍が期待されます。

お茶うがいでインフルエンザ予防
「お茶の福本園」からお茶の葉寄贈

　「お茶の福本園」（福本勝代表取締役・戸次）が昨年
11月に、インフルエンザなどの予防に役立ててもら
いたいと町内の小中学校と保育園へうがい用のお茶の
葉を寄贈されました。
　緑茶に含まれる「カテキン」には抗菌作用や抗ウイ
ルス作用があります。福本さんは「お茶うがいは、イ
ンフルエンザの感染や虫歯の予防にもなります。楽し
くうがいの習慣がついてくれたらうれしいです」と話
されました。

　プロ野球・中日ドラゴンズで活躍されている本町出
身の荒木雅博選手が１月10日、母校である菊陽中学
校で講演をされました。
　荒木選手は「夢に向かって今何をすれば良いか」に
ついて、自身の体験談を交えながら話されました。生
徒たちは「目先の目標を立てて一つ一つクリアしてい
けば、夢はそう遠いところにあるものではない。何事
にも一生懸命取り組むことを大事にしてほしい」とい
う話に真剣に聞き入っていました。

中日・荒木雅博選手が帰郷
母校・菊陽中学校で講演会

▲お茶うがいでインフルエンザ予防（武蔵ヶ丘第二保育園）

1_ 全国大会の結果報告に来庁
した久保田さん（中央）。レース
中の気持ちや感想などを笑顔で
語った。2・3_ エース区間で
ある１区10㌔で力強い走りを
見せ、1 区を堂々と引っ張る
レース展開を見せた。

▲後輩に夢の実現に向けて熱く講演する荒木選手

1

3

2
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聴
覚
障
害
者
の
社
会
参
加
と
自
立
を
促
す

手
話
通
訳
者
派
遣
事
業
を
担
う
人
材
を
養
成

す
る
講
座
で
す
。

▼
日
時　

❶
入
門
課
程　

　

４
月
18
日（
水
）〜
７
月
25
日（
水
）

　

毎
週
水
曜
日（
全
15
日
30
時
間
）　

　

午
後
７
時
〜
午
後
９
時

❷
基
礎
課
程　

９
月
５
日（
水
）〜
平
成
25
年
３
月
27
日

（
水
）　

毎
週
水
曜
日（
全
25
日
50
時
間
）

　

午
後
７
時
〜
午
後
９
時

※

基
礎
課
程
は
、
入
門
課
程
修
了
者
に
限
り

ま
す
。
途
中
受
講
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

▼
場
所　

合
志
市
総
合
セ
ン
タ
ー
ヴ
ィ
ー
ブ
ル

▼
受
講
料　

無
料
で
す
が
、
テ
キ
ス
ト
代
そ

の
他
資
材
は
受
講
者
自
己
負
担
で
す
。

▼
定
員　

40
人（
先
着
順
）

▼
申
込
方
法

　

当
日
、
会
場
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

財
団
法
人
熊
本
県
ろ
う
者
福
祉
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
３
８
３
）５
５
８
７

▼
日
時　

２
月
10
日（
金
）　

午
後
７
時
〜

▼
場
所　

ふ
れ
あ
い
の
森
研
修
セ
ン
タ
ー

▼
講
師　

飯
田　

ま
ゆ
み
さ
ん

▼
材
料
費　

５
０
０
円
程
度

▼
準
備
物　

エ
プ
ロ
ン
な
ど

▼
定
員　

大
人
10
人（
先
着
順
）

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

ふ
れ
あ
い
の
森
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
３
）１
０
８
０

▼
場
所　

菊
池
公
共
職
業
安
定
所

▼
内
容

❶
労
働
者
派
遣
法
や
労
働
基
準
関
係
法
令
の

ポ
イ
ン
ト
な
ど
の
説
明
会

❷
労
働
者
派
遣
に
関
す
る
こ
と
、
正
社
員
へ

の
就
職
な
ど
の
相
談
会

▼
定
員　

30
人

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

菊
池
公
共
職
業
安
定
所
職
業
紹
介
部
門

　
　
　
　
　

☎
０
９
６
８（
２
４
）８
６
２
５

　

生
涯
学
習
を
目
指
す
高
齢
者
か
ら
不
登
校

に
悩
む
若
者
ま
で
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
誰

で
も
学
べ
る
通
信
制
の
高
校
で
す
。

▼
学
習
の
進
め
方

○
放
送
講
座
を
聴
い
て
自
宅
学
習

○
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
添
削
指
導
を
受
け
る

○
月
平
均
２
回
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
で
授
業
を

受
け
る

○
学
期
ご
と
の
定
期
試
験
を
受
け
る

※

放
送
講
座
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配
信
し

ま
す
。

▼
出
願
期
間

　

２
月
20
日（
月
）〜
３
月
30
日（
金
）

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

東
海
大
学
附
属
望
星
高
等
学
校
・
熊
本
校

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
３
８
３
）７
３
３
０

　

平
成
25
年
に
熊
本
県
で
開
催
す
る
「
第
33

回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
」
の
テ
ー
マ

を
募
集
し
ま
す
。
優
秀
作
品
に
は
表
彰（
副

賞
）が
あ
り
ま
す
。

▼
応
募
資
格　

不
問（
一
人
何
点
で
も
可
）

▼
日
時　

３
月
11
日（
日
）　

午
前
10
時
開
会

▼
場
所　

菊
陽
杉
並
木
公
園
ス
ポ
ー
ツ
広
場

▼
種
目　

中
学
生
の
部
・
一
般
の
部

▼
参
加
費　

３
，
０
０
０
円

▼
申
込
期
限　

２
月
10
日（
金
）

▼
申
込
方
法　

中
央
公
民
館
備
え
付
け
の
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
参
加
費
を

添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
（
平
日
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
）

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

ふ
れ
あ
い
駅
伝
大
会
事
務
局

　
（
中
央
公
民
館
内
・
菊
陽
町
体
育
協
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
３
）１
５
２
０

▼
日
時　

３
月
18
日（
日
）　

午
前
９
時
開
会

▼
場
所　

菊
陽
中
学
校
体
育
館

▼
参
加
資
格　

町
内
に
住
ん
で
い
る
人
ま
た

は
町
内
事
業
所
な
ど
に
勤
務
し
て
い
る
人

を
３
人
以
上
含
む
選
手
構
成
の
チ
ー
ム

（
男
女
混
成
９
人
制
）。

▼
参
加
費　

１
チ
ー
ム　

３
，
０
０
０
円

▼
申
込
期
限　

２
月
23
日（
木
）

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

菊
陽
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
事
務
局

　
（
坂
本
・
増
永
）　

☎（
２
３
２
）４
９
１
８

　
「
愛
と
本
気
」
の
子
育
て
バ
ト
ル
の
講
話

で
す
。
講
座
生
以
外
の
人
も
参
加
で
き
ま
す

の
で
、
一
緒
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

▼
日
時　

２
月
15
日（
水
）

　
　
　
　

午
後
７
時
〜
午
後
９
時

▼
場
所　

三
里
木
町
民
セ
ン
タ
ー

▼
講
師　

吉
野　

由
美
さ
ん

▼
参
加
費　

１
０
０
円

　
（「
笑
っ
て
シ
ア
ワ
セ
」
講
座
生
以
外
）

▼
そ
の
他　

託
児（
満
１
歳
か
ら
就
学
前
）は
、

現
在
保
険
加
入
の
お
子
さ
ん
の
み
お
受
け

し
ま
す
。

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

三
里
木
町
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）５
５
３
６

　
「
ス
マ
イ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
の
講
座

で
は
「
ネ
イ
ル
カ
ラ
ー
」
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
講
座
生
以
外
の
人
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時　

２
月
22
日（
水
）

　
　
　
　

午
後
７
時
〜
午
後
９
時

▼
場
所　

三
里
木
町
民
セ
ン
タ
ー

▼
講
師　

金
山　

万
里
さ
ん

▼
内
容　

マ
ニ
ュ
キ
ュ
ア
を
上
手
に
塗
る
コ

ツ
を
学
び
ま
す
。

▼
受
講
料　

１
，
０
０
０
円（
材
料
費
込
み
）

※

ネ
イ
ル
カ
ラ
ー
か
爪
磨
き
１
点
付
き

▼
そ
の
他　

託
児（
満
１
歳
か
ら
就
学
前
）を

ご
希
望
で
保
険
未
加
入
の
人
は
、
保
険
料

１
４
０
円（
３
月
ま
で
加
入
）を
添
え
て
２

月
18
日（
土
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

三
里
木
町
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）５
５
３
６

３８５-３３００熊本県保険医協会
ホームページ　ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｋｈｋ‐ｄｒ．ｊｐ

　月
　火
　水
　木
　金
土／日

健康情報健康情報
モ シ モ シ

２月の週間プログラム

アレルギー性鼻炎
乳幼児用のＲＳウイルス感染症
脂肪肝ってなーに
口腔乾燥症（ドライマウス）について
口の乾きで困ってませんか
冬場の乾燥肌

「認知症についてもっと知ろう!! in 菊陽」
講演会を開催します

●
募　
　

集
●

▼
日
時　

２
月
25
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

▼
場
所　

菊
陽
杉
並
木
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

▼
講
師　

園
芸
研
究
家　

安
武　

龍
蔵
さ
ん

▼
費
用　

２
，
０
０
０
円（
受
講
料
５
０
０

円
、
材
料
費
１
，
５
０
０
円
）

▼
定
員　

30
人（
先
着
順
）

▼
申
込
期
間　

　

２
月
８
日（
水
）〜
２
月
17
日（
金
）

※

キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
た
場
合
、
後
日
、
材
料

費
を
頂
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

菊
陽
杉
並
木
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
３
４
９
）２
５
３
３

▼
日
時　

３
月
13
日（
火
）　

午
前
９
時
出
発

▼
場
所　

菊
水
民
家
村（
和
水
町
）

▼
内
容　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

▼
参
加
費　

１
，
０
０
０
円

▼
定
員　

40
人

※

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

▼
申
込
期
間

　

２
月
20
日（
月
）〜
３
月
９
日（
金
）

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課　

体
育
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）４
９
１
７

　

ア
ジ
ャ
タ（
玉
入
れ
）、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
リ
レ
ー
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

多
く
の
人
が
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

３
月
18
日（
日
）午
前
９
時
〜
正
午

▼
場
所　

菊
陽
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
対
象
者　

菊
陽
町
に
住
ん
で
い
る
人

▼
内
容　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
や
対
抗
リ
レ
ー

な
ど
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

３
月
２
日（
金
）

▼
主
催　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
き
く
よ
う
、
菊

陽
町
体
育
協
会
、
菊
陽
町
体
育
指
導
員

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
き
く
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
３
）１
５
２
０

　

熊
本
セ
ン
ト
ラ
ル
病
院
で
は
日
常
生
活
で

悩
ま
さ
れ
て
い
る
腰
痛
に
対
し
て
リ
ハ
ビ
リ

教
室
を
行
い
ま
す
。
内
容
は
腰
痛
の
正
し
い

理
解
か
ら
日
常
生
活
の
動
作
指
導
ま
で
、
講

義
と
簡
単
な
実
技
を
取
り
入
れ
た
企
画
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時　

２
月
23
日（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

　
　
　
　
（
午
後
１
時
か
ら
受
付
）

▼
場
所　

熊
本
セ
ン
ト
ラ
ル
病
院（
大
津
町
）

▼
対
象
者　

大
津
・
菊
陽
に
住
ん
で
い
る
人

▼
定
員　

60
〜
70
人（
先
着
順
）

▼
申
込
期
限　

２
月
18
日（
土
）

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
セ
ン
ト
ラ
ル
病
院（
橋
口
・
藤
田
）

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
９
３
）０
５
３
８

▼
日
時　

２
月
17
日（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

▼
募
集
期
間

　

２
月
６
日（
月
）〜
３
月
６
日（
火
）

▼
募
集
内
容　

海
づ
く
り
大
会
の
趣
旨
を
簡

潔
に
表
現
し
た
標
語
な
ど

▼
応
募
方
法　

テ
ー
マ
、
作
品
意
図
、
住
所
、

氏
名（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
電
話
番
号
を

明
記
し
、
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
応
募

で
き
ま
す
。

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

第
33
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
熊
本

県
実
行
委
員
会
事
務
局（
熊
本
県
水
産
振

興
課
内
）

〒
８
６
２

－

８
５
７
０　

熊
本
市
水
前
寺
６

－

18

－

１

　
　
　
　
　
　
　

☎（
３
３
３
）２
４
５
８

　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
３
８
２
）８
５
１
１

E‐m
ail

：um
izukuri@

pref.kum
am
oto.

lg.jp

「
第
２
回
菊
陽
町
ふ
れ
あ
い
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
」参
加
者
募
集

「
笑
っ
て
シ
ア
ワ
セ
」
講
座

「
ネ
イ
ル
カ
ラ
ー
」
講
座

〜
マ
ニ
ュ
キ
ュ
ア
を
上
手
に
塗
る〝
コ
ツ
〞

「
熊
本
県
手
話
通
訳
者
養
成
講

座
合
志
会
場
」
受
講
者
募
集

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室

ス
リ
ッ
ト
鉢
で
育
て
る
小
梅

リ
ハ
ビ
リ
教
室「
生
活
が
変
わ
る
！
腰

痛
の
予
防
と
対
処
法
」参
加
者
募
集

季
節
を
味
わ
う
ス
ポ
ー
ツ

〜
春
〜

東
海
大
学
附
属
望
星
高
等
学

校
春
季（
４
月
）入
学
生
募
集

「
第
24
回
菊
陽
町
ふ
れ
あ
い

駅
伝
大
会
」参
加
者
募
集

「
季
節
の
お
菓
子（
生
チ
ョ
コ
）

作
り
」
参
加
者
募
集

「
菊
陽
町
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
」

参
加
者
募
集

「
派
遣
労
働
者
セ
ミ
ナ
ー
」

参
加
者
募
集

第
33
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り

大
会
の
テ
ー
マ
を
募
集
し
ま
す

▼日時　３月３日（土）
　　　　午前10時～午前11時45分
　　　　（午前９時30分から受付）

▼場所　菊陽杉並木公園管理センター研修室

▼内容　講演会
　演題：認知症介護に必要な医学的知識について（仮）
　講師：熊本大学医学教育部神経精神科学
　　　　遊亀　誠二 医師

▼定員　100人

▼申込み・問い合わせ
　介護保険課　介護予防係（地域包括支援センター）
　☎（232）2366

▲平成22年度の講演会の様子
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子育てひろば子育てひろば子育てひろば子育てひろば
●●●菊陽町地域子育て支援事業●●●ほんの森ほんのほんの森

菊陽町図書館だより

～菊陽町地域子育て支援センター～
（白鈴園内）　☎２３２－４２８０

 ～つどいの広場ぴーす～（ふれあい交流・福祉支援センター）☎３３７－６８３０

 ～ミニキャロットくらぶ～
菊陽町地域子育て支援センター

（光の森キャロット保育園内）☎２３３－００９８

新しく届いた本

図書館 ☎２３２-０４０４　　図書館ホール ☎２３２-７７５６
ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｋｉｋｕｙｏ-ｌｉｂ．ｊｐ問い合わせ

☆主催者の都合により内容変更の場合があります。
☆図書館駐車場が満車の際は、隣接する公園の駐車場をご利用ください。
☆練習・リハーサルなどは掲載していません。

平成24年９月分のホール予約を、平成24年３月10日（土）の午前９時30分から受付開始します。
調整会議（抽選会）を行いますので、時間までにお集まりください（認印をご持参ください）。

15日（水）　身体測定
17日（金）　食育講習会（要予約20組）
　　　　　※２/６（月）から予約受付
24日（金）　誕生会（要予約。カード・写真準備します）
※毎週月曜日は、絵本の読み聞かせを行っています。

今月のプログラム●利用時間　月・水・金曜日（祝日を除く）
　　　　　　午前10時～午後４時
●利 用 料　一家族　100円

おおむね３歳未満の児童と保護者が対象です。いつでも好きな時間に利用できます。子どもと一緒に遊んだり、
お母さん同士の情報交換にご利用ください。

開館時間　月・水・金・土・日／午前10時～午後6時
　　　　　木／午前10時～午後8時
休 館 日　毎週火曜日・毎月第3水曜日（館内整理日）
　　　　　年末年始（12月28日～1月3日まで）
　　　　　特別整理期間（年1回）

情報は貯めるだけ貯めなさい

日本人にしかできない「気づかい」の習慣

日野原重明一〇〇歳

絆こそ、希望の道しるべ

センス・オブ・ワンダーを探して

熊本城を極める

「そろそろスマートフォンかな？」と思ったときに読む本

勝負哲学

「方言コスプレ」の時代

あつあつを召し上がれ

おはなし会のお知らせ
場所：おはなしのへや

日  曜 開場 開演 終演 入場方法 対象者

0歳～就学前の子どもさんと保護者対象。親子で楽し
む体験活動や、子育て相談など、参加費は無料です。

※保育室や園庭で遊べます。事前にご連絡を！
　月～土曜日（園行事開催日や休日を除く）
　午前９時～午後２時

園　開　放

※一人で悩まないで、気軽にご相談ください。
　月～金曜日（園行事開催日や休日を除く）
　午前10時～午後４時

ミニキャロット　午前9時～午後2時 光の森キャロット保育園

キャロットランド　午前１０時～正午
※お茶の準備をしております。マイコップをご持参ください。

※お誕生会に参加するお誕生月の人は21日に誕生カード作
　りをしますので、参加してくださいね。

プログラムベビー＆マタニティー

プログラム日にち・場所

プログラム0・1歳 2歳以上

育 児 相 談

牧野武文／著　　毎日コミュニケーションズ

上田比呂志／〔著〕　　クロスメディア・パブリッシング

日野原重明／著・ＮＨＫ取材班／著　　ＮＨＫ出版

アウンサンスーチー／述　　ケーズ・パブリッシング

阿川佐和子／著・福岡伸一／著　　大和書房

加藤理文／著　　サンライズ出版

洋泉社

岡田武史／著・羽生善治／著　　サンマーク出版

田中ゆかり／著　　岩波書店

小川糸／著　　新潮社

菊陽町図書館ホール　平成24年２月 催し物

【デコ☆写真立て作り～後半～】先着20組
※お気に入りの写真を2・3枚持ってきてください。

８日（水）
菊陽杉並木公園さんさん
（雨天時は管理棟）

【なかよし♪発表会】 
※ミニミニ発表会をしますよ♪
　管理棟であったかく遊びますよ☆
【ママの休日】手作りくらぶ
※ミニミニひな人形
　材料費100円をご準備ください。

17日（金）
武蔵ヶ丘コミュニティセンター

【ミルク牧場がやってくるよ！】先着15組
※２/７（火）午前10時から電話予約開始です。
【おしゃれにTeaParty♥冬】
※２/７（火）午前10時から電話予約開始です。

【オニは外！節分遊び】
※優しい鬼が遊びに来ます！
　のり・はさみ・クレヨンをご準備ください。

【ひなまちゅり♥製作遊び】
※のり・はさみ・クレヨンをご準備ください。

３日（金）

３/９（金）

５ 日

26 日

４ 土

〈平成24年１月12日現在確定分〉

菊陽町まちづくり大学

ピアノ発表会

菊陽町公民館大会（作品展示のみ）

菊陽町公民館大会

発表会

ピアノ発表会

13日（月）

14日（火）

23日（木）

16日（木）

21日（火）

２日（木）

【２月生まれのお誕生会】
※誕生月の人はお早めにお申し込みください。

１/31（火）

【ミニキャロット☆全員集合】
※ゆめタウンイ―ストコートに午前10時集合です！
　今回は、ステージで発表会ごっこ♪

催し物 主催者

どなたでも

25 土

● 図書館からのお知らせ ●

無料菊陽町教育委員会生涯学習課
（☎232-4917）
（株）有明楽器
（嶋田さん　☎369-8282）

菊陽町中央公民館（☎232-2116）

菊陽町中央公民館（☎232-2116）

ヒルトップインターナショナルスクール
（☎274-2050）
勝木ピアノ教室
（☎090-2096-1446）

19 日

16:0013:00 13:30

入園前の親子（0～6歳）·妊婦さんは、いつでも無料で
参加できます。
※駐車場に限りがありますので乗り合わせてお越しください。

○陽だまり（白鈴園）
　月～金曜日（休日を除く）午前９時～午後２時
※月始め1週間は、陽だまりで身体測定ができま
　す。お気軽にお越しください。
○あいあい（ふれあいの森研修センター）
　火曜日（休日を除く）午前10時～午後1時
○ゆっくりーむ（白菊園）
　金曜日（休日を除く）午前10時～午後1時

ハローサークル　午前10時～正午

ハロールーム 問い合わせ…☎２３２－４２８０

ふれあい広場

育 児 相 談

【豆まきごっこ】
※鬼は外！福は内！新聞ボールで遊びましょう。
※鬼のお面を作ろう。おしぼりを持ってきてください。
【食育講座：簡単おやつ】（要予約）
講師：古田　朱実さん（生活研究グループ会長）
地元酪農家の古田さんから牛乳を使った簡単レシ
ピを紹介していただきます。
※定員10組。2/2（木）午前10時から受付開始。
※エプロン、三角巾、お茶、おしぼり、空のペット
　ボトル１本を持ってきてください。

22日（水）
三里木町民センター

３/２（金）
老人福祉センター

８日（水）
ふれあいの森研修センター

１日（水）
老人福祉センター

10日（金）
南部町民センター

【ひなまつり会】
みんなおひなさまとおだいりさまになって、にこにこポーズ！
ひな人形を作ります。おしぼりを持ってきてください。

【育児講座：おはなし会】
図書館のおはなしのお兄さんが来てくれます！
楽しいお話が盛りだくさん！

24日（金）
南部町民センター

【散歩に出かけよう】
地域散策に出かけます。
帽子、お茶、防寒着などの用意をお願いします。

プログラム月日・場所

町立保育所８園の園庭で遊べます。ケガがないよう
おうちの人とどうぞ。
　月～金曜日（園行事開催日や休日を除く）
　午前９時30分～正午

　月～金曜日（園行事開催日や休日を除く）
　午前10時～午後５時

★朝のおはなし会（おはなしの森さんさん）
　毎月第１・２水曜日 午前11時～午前11時30分
　（２月１・８日、３月７・14日）  

★夕方のおはなし会（図書館職員）
　毎週木曜日　午後５時～午後５時30分
　（２月２・９・16・23日）

★日曜のおはなし会（おはなしの森さんさん）
　毎月第２・４日曜日　午後２時～午後２時30分
　（２月12・26日、３月11・25日）

お問い合わせください

13:108 :30 9 :00

■日時　２月29日（水）　午前11時～（40分程度）
■場所　図書館　視聴覚室
■講師　高野和佳子さん（ＮＰＯ法人子育て支援

ワーカーズぺぺぺぺらん代表）

■対象　　０歳児のあかちゃんとその保護者　20組程度
■申込み　図書館　TEL：232-0404　FAX：232-7761
※準備の都合上、２月27日（月）までに図書館にお申し
込みください。

あかちゃんと楽しむおはなし会

【デコ☆写真立て作り～前半～】先着20組
※2・3月連続活動です。どちらかの参加でもOK！

28日（火） 【ひなまつり♥Party】
※どんなパーティーになるか、お楽しみに♪３/１（木）

【ダンボールで遊ぼう】
みんなで持ち寄って大小たくさんのダンボール箱で遊ぼう。
ご家庭にダンボール箱があったら持ってきてください。

【ベビーの日】１歳未満児と妊婦さん対象の集まりです
みんなでおしゃべりしながら、情報交換をしましょう。

【のびのび遊ぼう】
絵カード・しっぽ取りゲームなど親子で楽しもう。

21日（火）
ふれあいの森研修センター

15日（水）
老人福祉センター

※行事申込は２/６（月）から受付ます（電話予約不可）。
※駐車場に限りがありますので、乗り合わせでお越し
ください。

お問い合わせください

お問い合わせください

どなたでも無料

どなたでも無料

どなたでも無料

18 土

どなたでも無料

10:00～17:00

関係者のみ
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「菊陽人りさーち」に掲載
を希望される人は、はがき
に「氏名」「年齢」「住所」「連
絡先（昼間）」を明記のうえ
〒869 -1192菊陽町役場総合
政策課「菊陽人りさーち」
係までお送りください。
注）掲載対象は、小学生以
上で菊陽町に居住している
人に限ります。親子、祖父
母と孫など２人１組での掲
載もできます。掲載が決ま
りましたら、こちらからご
連絡させていただきます。

菊陽人
りさーち

人 権のひろば
ゆ た か な 心 を は ぐ く む

子

ども
の目、子どもの声

問い合わせ
人権教育・啓発課
☎232-2113

人権
作文シリーズ
【№34】

菊
陽
句
会
報

菊
陽
句
会
報

菊
陽
句
会
報

短 

歌 

会

短 

歌 

会

短 

歌 

会

山
茶
花
の
語
り
掛
く
ご
と
零
れ
け
り 

井
上
久
美
子

夕
映
え
や
阿
蘇
の
五
岳
も
深
眠
り 
宮
川
ユ
キ
エ

郵
便
も
人
も
来
ぬ
日
や
冬
ご
も
り 
日
髙　

妙
子

虫
好
き
の
孫
に
冬
眠
解
く
夕
べ 

曽
我　

育
代

菊
満
開
散
歩
の
犬
と
佇
み
て 

曽
我
ト
モ
子

落
葉
焚
き
一
人
の
小
さ
き
薯
を
埋
め 

紫
藤　

祥
子

阿
蘇
五
岳
要
に
据
え
て
大
枯
野 

村
上　

朋
子

聖
夜
待
つ
満
天
の
星
瞬
き
て 

野
口　

令
史

父
母
を
語
り
つ
妻
と
日
向
ぼ
こ 

松
橋　
　

強

終
列
車
寒
気
を
刻
み
過
ぐ
る
音 

佐
藤　

澄
世

冬
帽
子
押
へ
て
渡
る
五
号
橋 

坂
本
百
合
子

水
仙
の
床
に
一
輪
則
天
去
私 

田
中　

郁
子

由
布
岳
を
仰
ぐ
一
際
櫨
紅
葉 

井　
　

子
文

着
ぶ
く
れ
て
益
々
母
似
を
諾
へ
り 

財
津　

早
雪

山
茶
花
や
匂
ひ
ほ
ど
け
て
散
り
急
ぐ 

原
野
レ
イ
子

風
邪
の
児
の
機
嫌
取
り
つ
つ
ひ
も
す
が
ら 

力　
　

幸
子

吊
し
柿
寡
黙
に
夫
は
皮
を
剥
き 

寺
尾
千
代
子

病
む
友
の
笑
顔
再
び
賀
状
書
く 

髙
橋　

孝
子

冬
の
朝
あ
れ
こ
れ
迷
ふ
齢
か
な 

堀
川　

妙
子

柚
子
を
も
ぐ
爺
ち
ゃ
ん
脚
立
大
丈
夫 

佐
藤　
　

健

納
め
句
座
空
席
の
友
案
じ
つ
つ 

𠮷
野　

早
苗

限
り
な
く
濃
き
青
空
に
続
く
峰
麓
の
里
は
霞
ん
で
見
え
し 

今
村　

貞
子

ビ
ニ
ー
ル
に
白
く
輝
く
霜
降
り
て
少
し
遅
れ
て
冬
始
ま
り
ぬ 

梅
田　

國
雄

つ
ま
づ
き
て
こ
ろ
ぶ
一
瞬
目
覚
め
て
は
哀
し
き
か
な
や
老
い
て
の
夢
は 

河
北　

幸
一

く
れ
な
ゐ
の
光
消
え
ゆ
く
高
空
を
流
る
る
雲
よ
り
星
ひ
と
つ
出
づ 

菊
川
あ
さ
み

吾
が
通
る
畔
に
タ
ン
ポ
ポ
丈
低
く
冬
日
を
受
け
て
鮮
や
か
に
咲
く 

佐
藤
せ
い
子

本
を
読
み
声
つ
ま
ら
せ
る
時
々
の
吾
の
姿
に
子
ら
の
ま
な
ざ
し 

中
村
ト
シ
エ

春
夏
の
地
球
の
痛
手
を
包
む
ご
と
今
日
秋
の
日
の
光
や
さ
し
き 

森　
　

敦
子

朝
々
に
聞
く
山
鳩
の
声
絶
え
て
草
に
二
つ
の
冷
た
き
卵 

山
川　

カ
ヅ

●趣味
　おにごっこ
●自分を一言で表すと
　いつも明るい！
●自慢
　家のお手伝いをよくすること
●今一番やりたいこと
　動物園に行きたい！

[井口]

ます だ 　　はる か

●趣味
　サッカー
●将来の夢
　サッカー選手
●自慢
　足が速いこと
●家族に伝えたいこと
　ハウステンボスに連れて行ってほしい

[馬場楠]
上村　幸士さん（８歳）
うえむら　　ゆき し

桝田　遥香さん（８歳）

ひ
と
き
わ
は
ぜ
も
み
じ

さ
ざ
ん
か

か
も
く

そ
く
て
ん
き
ょ
し

た

か
な
め

よ
わ
い

い
も

ま
た
た

◇
差
別
の
矢　

　
　
　

心
の
お
く
に　

つ
き
さ
さ
る

　
　
　

菊
陽
北
小
学
校
５
年

　
　
　

長
野
由
尚
・
黒
木
健
士
朗
・
川
俣
佑
允

◇
う
れ
し
い
な　

　
　
　

と
な
り
の
友
と
助
け
合
い

　
　
　
　

菊
陽
西
小
学
校
４
年　

金
澤　

琴
子

◇
や
さ
し
さ
は　

　
　
　

心
を
つ
な
ぐ　

第
一
歩

　
　
　
　

菊
陽
南
小
学
校
４
年　

村
上　

昌
優

◇
忘
れ
な
い

　
　
　

君
に
言
わ
れ
た
「
あ
り
が
と
う
」

　
　
　

菊
陽
中
部
小
学
校
６
年　

中
矢　

優
香

◇
友
だ
ち　

大
好
き

　
　
　

み
ん
な　

大
好
き　

や
さ
し
い
町

　
　
　

菊
陽
中
部
小
学
校
６
年　

土
肥　

雅
貴

◇
だ
い
じ
ょ
う
ぶ　

　
　
　

一
人
じ
ゃ
な
い
よ　

み
ん
な
い
る

　
　
　
　

武
蔵
ヶ
丘
北
小
学
校　

田
尻
ち
か
の

◇
協
力
し

　
　
　

み
ん
な
で
な
く
そ
う　

こ
の
い
じ
め

　
　
　
　

武
蔵
ヶ
丘
北
小
学
校　

中
原
み
の
り

◇
伝
え
よ
う

　
　
　

自
分
の
気
持
ち　

と
ど
く
ま
で

　
　
　

武
蔵
ヶ
丘
中
学
校
１
年　

小
田　

若
奈

◇「
い
や
な
ん
だ
」　

　
　
　

そ
の
一
言
が　

明
日
へ
の
一
歩

　
　
　

武
蔵
ヶ
丘
中
学
校
２
年　

池
田　

美
咲

◇
言
う
だ
け
で　

　
　
　

動
か
ぬ
君
も　

共
犯
者

　
　
　
　
　

菊
陽
中
学
校
１
年　

益
田　

克
弥

◇
ど
う
し
た
の
？　

　
　
　

そ
の
一
言
で
救
わ
れ
る

　
　
　
　
　

菊
陽
中
学
校
１
年　

津
々
浦
花
奈

　私は初め WE ARE THE WORLD を英語で歌うのは
無理だと思っていました。それに差別をなくそうとか
いっているけど、どう無くしていくのか分かりませんで
した。でも、WE ARE THE WORLD の DVD を見てマ
イケルジャクソンさんたちが、飢餓で苦しんでいたり、
病気で苦しんでいるアフリカの人たちのために行動を起
こしているのを見たら、差別を無くすためには行動する
ことだと分かりました。でも子どもの私たちは、どう行
動すればよいのか分かりませ
んでした。だけど、私はマイ
ケルジャクソンさんたちの歌
を歌うことで、子どもでも訴
えることはできると思いまし
た。そう思えば、WE ARE 
THE WORLD を英語で思い
をこめながら歌えるように
なったし、声も大きく出るよ
うになりました。私は差別を
無くしたいと思っているし、

昨年12月の「部落差別をはじめあらゆる差別をなくす菊
陽町子ども集会」の発表で行動にも出来たと思います。
WE ARE THE WORLD に取り組んで差別を無くすとい
う気持ちがますます強くなったし、みんなで協力する部
分もあったから絆も深まったのかなと思いました。やっ
ぱり差別を無くしたいという気持ちはいいことだけど、
行動にうつしたらもっといいと思いました。なので、
私も行動にうつして小さなことからでも実行して、自分
の身の回りのおかしいことからなくしていきたいです。
◇私たちは、差別は人と人を切り離すこと、差別をなく
すとはつながりあうこと、差別をなくすために行動す
ることを大事にしてきています。他校からたくさんの
感想をもらって、子どもたちも思いが伝わったと喜ん
でいました。

▼私たちも安心できるクラス学校を作っていきたい。 ▼

知らないふりをせずに助け合いたい。 ▼みんなで協力し
たら大きな力になる。 ▼ぼくらは地球の子どもたちとい
うのがいい。 ▼未来を築くのは私たち。 ▼なかまの大切さ
が分かった。 ▼生きていることはありがたい。 ▼地球のみ
んなは家族だ。 ▼この曲が作られたわけを初めて知った。

▼差別は人を切り離すのでつながっていこうと思った。

人
権
啓
発
標
語

ゆ　

ず

は
は
に

う
べ
な

さ
ざ
ん
か

こ
ぼ

と
た
た
ず

す

◇印以降の文章は先生のコメントになります。

武蔵ヶ丘北小６年生の町子ども集会での
発表に対する他校参加者からの感想紹介

武蔵ヶ丘北小学校６年　松岡　朋美

WE ARE THE WORLD 
～ぼくらはなかま～に取り組んで

▲松岡　朋美さん
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休日在宅当番医・薬局きくようカレンダーきくようカレンダーきくようカレンダー

ふれあい総合相談ふれあい総合相談ふれあい総合相談

■
そ
の
他（
敬
称
略
）

お
礼　
　
　
　

大
山　

豊
之 

鉄
砲
小
路

車
イ
ス
寄
贈　

前
田　

孝
一 

下
津
久
礼

マ
ッ
チ
ン
グ
ギ
フ
ト
寄
付　

 

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
九
州（
株
）　　

お
よ
び
従
業
員
一
同

以
上
の
と
お
り
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
報
告
し
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
掲
載
を
承
諾
さ
れ
た
方
の
み
掲
載
し

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

(

12
月
受
付
分)

11
／
22

 

23

 

27

 

28

 

28

 

28

 

29

 

29

12
／
１

 

２

 

３

 

４

 

６６

　

７

　

７

　

８

　

８

　

９

　

９

　

 

10

 

10

 

10

 

12

 

14

12
／
15

 

16

 

17

 

17

 

19

 

19

 

20

 

20

 

20

 

21

 

21
 

22
 

22

 

23

隆
太

正
義

陵
馬

恵
輔

善
照

善
照

美
穂

あ
そ
か

剛裕
希勉

え
り
か

茂
喜

ル
ミ

博
則

友
徳

孝
道

公
亮

陽
介

賀
納
子

智
宏

翔
平

幸
司

静
一

真
紀
子

出

分

沖

野

三
里
木
北

沖

野

上
津
久
礼

上
津
久
礼

武
３
町
内

新

町

沖

野

緑
ヶ
丘

沖

野

上
津
久
礼

新

山

花

立

あ
さ
ひ
ヶ
丘

光
２
町
内

南

方

津
久
礼
ヶ
丘

杉
並
台

花

立

光
７
町
内

南
花
立

三
里
木
北

光
４
町
内

光
４
町
内

日
隈　

幹
太

藤
村　

花
音

河
北　

優
空

佐
藤　

蒼
真

上
田　

亜
富

三
隅　

浩
雅

木
村　

凌
己

松
岡　

叶
真

鐘
ヶ
江
悠
生

山
下　

翔
大

山
添　

翔
太

渡
辺
凛
太
郎

野
田　

大
翔

甲
斐　
　

暖

健
生

直
樹慧

裕
一
郎

富
雄

修
平

義
勝

彩
乃

貴
幸

浩
司

洋
介

悠
香
里

加
奈

誠
志

光
７
町
内

下

原

古
閑
原

津
久
礼
ヶ
丘

中

代

武
７
町
内

武
２
町
内

花

立

緑
ヶ
丘

上
津
久
礼

津
久
礼
ヶ
丘

駅

前

光
７
町
内

緑
ヶ
丘

12
／
１２７

  

11

 

18

 

24

 

27

 

30

 

30
小
佐
井　

進

上
田　

三
昭

志
垣
武
一
郎

佐
藤　

睦
雄

太
田　

克
己

坂
田　

ミ
エ

木
下　

芳
己

水
野　

利
廣

荒
木　

忠
子

64
歳

82
歳

80
歳

78
歳

91
歳

91
歳

71
歳

80
歳

92
歳

武
５
町
内

馬

場

上
津
久
礼

鉄
砲
小
路

花

立

曲

手

南

方

鉄
砲
小
路

古
閑
原

ご
出
生
お
め
で
と
う（
12
月
届
出
分
）

2月

2012年  2月

お
め
で
た

お
く
や
み

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す（
12
月
届
出
分
）

ご
芳
名

ご
逝
去

年
齢

行
政
区

赤
ち
ゃ
ん

届
出
人

行
政
区

出
生
日

か
ん
た

か
の
ん

ゆ　

ら

そ
う
ま

あ
と
む

ひ
ろ
ま
さ

り　

お

と
う
ま

は
る
き

し
ょ
う
た

し
ょ
う
た

り
ん
た
ろ
う

ひ
ろ
と

あ
た
る

2月

菊
陽
町
社
会
福
祉
協
議
会

善
意
の
灯

■
香
典
返
し（
敬
称
略
）

松
元　

郁
子（
故
春
雄
） 

新　
　

成

東
瀬
戸
和
子（
故
敏
夫
） 

ひ
ば
り
ヶ
丘

荒
木　

末
男（
故
カ
ズ
ヱ
） 

八
久
保

阪
本　

峰
子（
故
英
治
） 

津　
　

留

志
垣
ス
ミ
エ（
故
武
一
郎
） 

上
津
久
礼

佐
藤
タ
ミ
子（
故
睦
雄
） 

鉄
砲
小
路

太
田　

幸
信（
故
克
己
） 

花　
　

立

■
に
こ
に
こ
献
金（
敬
称
略
）

法
務
大
臣
表
彰
受
賞
記
念

　
　
　

改
世　

順
子 

三
里
木

菊
池　

昂
大

高
橋　

侑
叶

児
島　

瑞
希

山
本　

桃
歌

髙
塚　

朔
久

髙
塚　

宗
良

財
津　

美
空

髙
宮　

脩
右

森
本　

修
平

藤
田
由
羽
愛

芹
川　

梨
奈

村
上　

蒼
真

田
中　

颯
太

辰
巳　

皓
祐

瀬
上　

拓
未

福
元
凛
々
愛

福
島　

菜
緒

内
藤　

真
耶

石
橋　

淳
生

山
口　

将
正

冨
田　

彩
衣

山
口　

巧
眞

弘
川
い
ち
か

浦
中　

典
静

兒
玉　

和
真

こ
う
き

ゆ
う
と

み
ず
き

も
も
か

さ　

く

そ　

ら

み　

く

し
ゅ
う

し
ゅ
う
へ
い

ゆ　

う　

あ

り　

な

そ
う
ま

そ
う
た

こ
う
す
け

た
く
み

り　

り　

あ

な　

お

ま　

や

あ
つ
き

し
ょ
う
ま

あ　

い

た
く
ま

て
ん
せ
い

か
ず
ま

老人福祉センター
ふれあい交流・福祉支援センター
老人福祉センター
ふれあい交流・福祉支援センター
老人福祉センター
ふれあい交流・福祉支援センター
老人福祉センター
老人福祉センター
ふれあい交流・福祉支援センター

法　　律

税　　金

消費生活

財産相続

登 記 ・
法律相談
●問い合わせ／社会福祉協議会　☎232‒3593

会　場
■ 専門相談（午後1時～午後3時）
相談名 実施日

☎232‒3592

■ 介護相談　随時（月曜日～金曜日）
電話

会　　場

■ 行政相談（午前10時～正午）

老人福祉センター
実施日

６日（月)
17日（金)
13日（月)
２日（木)
20日（月)
21日（火)
27日（月)
８日（水)
23日（木)

菊陽町社会福祉協議会居宅介護支援事業所
事業所名

11日（土）

夜間納税相談（税務課）午後9時まで

さんふれあ・図書館休館日

建国記念の日

※医療機関の都合などによりやむを得ず変更になる場合もあ
りますので最新情報は菊池郡市医師会テレホンサービス（歯
科医を除く）で確認してください。  ☎0968‒25‒3300

※薬局は菊陽町のみを掲載しています。

総合交流ターミナル

2月のイベントご案内

 ８日水 13:00～
　　　　押し花体験教室
22日水 13:00～
　　　　押し花体験教室
　　　 12:30～
　　　　さんふれあ舞の会
25日土 17:00～
　　　　第７回ふれあ館コンサート
　　　　（二胡とヴァイオリンの織りなす音模様）

問い合わせ　☎（232）8690

会　　場

■ 心配ごと相談（午前10時～正午）
実施日
18日（土）
25日（土）

ふれあい交流・福祉支援センター  ☎337‒6830
老人福祉センター ☎232‒3966

さんふれあから

菊陽町公民館大会（図書館ホール、午前 9時開会）
日曜窓口開庁（町民課）午前9時～午後1時（証明書発行のみ）

第16回菊陽町まちづくり大学（図書館ホール、午後 1時開場）

1
2
3
4

5

6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎

248-5800 
233-3588 
232-3111 
0968-24-1177 
0968-37-2300 
201‒8660 
339-7561 
232-3939 
293-8888 
0968-25-1071 
242-6633 
293-2050 
0968-25-2506 
292-3455 
293-1387 
233‒2554 
0968-38-2106 
340-3220 
242-3388 
243-1100 
0968-25-4500 
233-2520 
293-2358 
248-6161 
0968-23-6111 
242-6480 
233‒1071 

合志市
菊陽町
菊陽町
菊池市
菊池市
菊陽町
菊陽町
菊陽町
大津町
菊池市
合志市
大津町
菊池市
菊陽町
大津町
菊陽町
菊池市
大津町
合志市
菊陽町
菊池市
菊陽町
大津町
合志市
菊池市
合志市
菊陽町

12日日

5日日

26日日

11日土
建国記念日

みやの小児科  
たぶち内科循環器科  
熊本リハビリテーション病院  
斎藤産婦人科医院  
中村歯科医院  
つぼみ薬局  
武蔵しもむら医院  
東熊本第二病院  
岩倉整形外科医院  
黒川産婦人科医院  
いけざわこどもクリニック
しばた内科クリニック  
城間クリニック  
堀田眼科  
金田歯科医院  
はやし調剤薬局  
清原医院  
たしろクリニック  
庄嶋医院  
ちとせ眼科  
林秀樹歯科医院
よしもと小児科  
あらいクリニック  
三隅胃腸科内科外科医院  
まつもと耳鼻咽喉科医院  
あくね歯科医院  
温新堂薬局菊陽店  

19日日

日曜窓口開庁（町民課）午前9時～午後1時（証明書発行のみ）

第25回菊陽町ソフトバレー大会（菊陽中学校体育館、午前 9時開会）
第17回武蔵ヶ丘コミュニティセンター祭（午前9時～午後3時）
日曜窓口開庁（町民課）午前9時～午後1時（証明書発行のみ）

さんふれあ・図書館休館日

さんふれあ・図書館休館日

さんふれあ・図書館休館日

菊陽町公民館大会（展示のみ）（図書館ホール、午前 9時開会）

第26回西部町民センター祭（午前9時30分開会）
日曜窓口開庁（町民課）午前9時～午後1時（証明書発行のみ）

図書館休館日

６日 加工品試食会(9:00～)　
10・24日 感謝デー(1，200円以上お買い上げ
の人に野菜プレゼント)
※なくなり次第終了。
　毎週金曜日は肉と豆腐の特売日。

直売所

２日 回数券の日(回数券＋１枚サービス)
９日 レディースデー(半額)
16日 さんさんデー
　　 (半額・回数券＋１枚サービス)
23日 メンズデー(半額)

温泉

※毎週月曜日　さんふれあポイントカードポイント２倍
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